
冷
戦
初
期
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
台
湾
政
策

一
1
一
九
四
九
年
の
包
括
的
ア
ジ
ア
政
策
形
成
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
一

吹

戸

真

実

冷戦初期アメリカ合衆国の台湾政策（納戸）

門
要
約
】
　
国
共
内
戦
で
の
中
国
共
産
党
の
勝
利
が
明
自
と
な
る
な
か
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
一
九
四
九
年
初
め
、
台
湾
の
処
置
と
い
う
喫
緊
の
政
策
課

題
を
新
任
の
国
務
長
宮
デ
イ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
に
委
ね
る
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
新
中
国
成
立
前
後
の
米
国
政
府
の
台
湾
政
策
を
分
析
対
象
と
す
る
が
、

そ
の
際
に
、
大
陸
中
国
政
策
と
の
連
動
と
い
う
側
面
に
着
目
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
、
ひ
ろ
く
台
湾
を
含
む
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
を
導
入
し

て
検
討
を
進
め
る
。
国
家
安
全
保
障
会
議
文
書
三
七
シ
リ
ー
ズ
と
称
さ
れ
る
台
湾
政
策
が
、
四
九
年
の
春
以
降
展
開
す
る
包
括
的
な
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
築
と
不
可
分
で
あ
っ
た
点
を
、
筆
者
は
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
検
討
作
業
を
経
て
、
四
九
年
末
の
台
湾
の
位
置
づ
け
の
最
終
的
確
定
に

お
い
て
、
穏
健
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
配
慮
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
こ
の
台
湾
政
策
の
見
直
し
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
理
解
と
異
な
る
国
務
省
の
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
認
識
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
認
識
に
支
え
ら
れ
た
ア
チ
ソ
ン
の
ア
ジ
ア
構
想
に
光
が
あ
て

ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
八
七
巻
二
号
　
二
〇
〇
四
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
四
八
年
後
半
に
は
、
国
共
内
戦
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
勝
利
、
そ
し
て
、
や
が
て
現
実
と
な
る
大
陸
中
国
の
共
産
化
は
誰
の
眼
に
も

明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
台
湾
の
処
置
が
、
に
わ
か
に
米
国
政
府
の
政
策
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
に
至
り
、
四
九
年
初
め
、
第
二
期
ト
ル
ー

マ
ン
（
田
下
蔓
ω
艦
日
把
筥
嘗
）
政
権
国
務
長
官
に
就
任
し
た
デ
ィ
ー
ン
・
ア
チ
ソ
ン
（
U
Φ
碧
P
諺
9
Φ
ω
。
昌
）
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
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が
先
行
研
究
の
よ
う
に
、
大
陸
中
国
政
策
と
の
連
動
を
強
調
す
る
視
点
だ
け
で
は
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
に
よ
り
激
化
し
た
国

内
で
の
中
国
論
争
と
い
う
分
脈
で
把
握
す
る
だ
け
で
は
、
こ
の
時
期
の
台
湾
政
策
の
歴
史
的
実
態
に
十
分
な
光
を
あ
て
た
と
は
言
え
な
い
。
じ

つ
は
、
四
九
年
末
に
米
国
が
採
用
し
た
台
湾
政
策
は
、
共
産
中
国
成
立
後
の
ア
ジ
ア
新
情
勢
を
視
野
に
入
れ
た
包
括
的
ア
ジ
ア
政
策
と
、
ま
た
、

そ
の
ア
ジ
ア
政
策
形
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
広
く
台
湾
を
含
む
ア
ジ

ア
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
時
期
の
台
湾
政
策
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
が
扱
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
は
、
中
台
政
策
研
究
が
着
目
す
る
、
失
地
回
復
を
希
求
す
る
中
国
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
留
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
「
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
を
経
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
至
る
」
ア
ジ
ア
全
体
を
席
巻
し
、
「
民
族
の
独
立
」
と
「
生
活
条
件
の
改
善
」
の
実
現
を
模
索
す
る
「
反
植
民
地
、

反
帝
国
主
義
」
運
動
を
主
に
想
定
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
そ
う
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
う
ね
り
に
．
覆
わ
れ
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
像
と
い
う
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
、
四
九
年
一
〇
月
末
の
国
務
省
拡
大
会
合
の
場
で
顕
在
化
す
る
事
実
を
本
稿
は
重
視
す
る
。

　
先
行
研
究
は
、
台
湾
政
策
と
ア
ジ
ア
政
策
の
連
関
を
十
分
に
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ア
チ
ネ
リ
、
張
淑
雅
、
蘇
格
の
研
究
は
、
大
陸
中
国

政
策
と
の
連
動
と
い
う
側
面
に
偏
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
共
産
党
指
導
部
そ
し
て
大
陸
中
国
人
に
潜
在
的
に
見
ら
れ
る
反
ソ
ビ
エ
ト
的
傾

向
へ
の
期
待
か
ら
、
台
湾
奪
取
を
意
図
す
る
露
骨
な
行
動
を
米
国
が
控
え
る
こ
と
で
、
ソ
ビ
エ
ト
の
中
国
に
対
す
る
帝
国
主
義
的
姿
勢
を
浮
き

彫
り
に
さ
せ
る
べ
き
、
と
の
国
務
省
の
立
場
を
指
摘
す
る
に
留
ま
る
。
マ
ク
グ
ロ
ー
ス
レ
ン
は
台
湾
政
策
と
ア
ジ
ア
政
策
の
連
関
性
に
も
言
及

す
る
が
、
た
だ
日
本
の
経
済
復
興
と
の
関
係
を
強
調
す
る
余
り
、
台
湾
政
策
の
形
成
に
対
す
る
日
本
フ
ァ
ク
タ
ー
の
役
割
を
過
大
に
評
価
す
る

点
は
首
肯
で
き
な
い
。
フ
ィ
ン
ケ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
本
稿
が
重
視
す
る
右
記
の
拡
大
会
合
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
国
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
認
識
が
台
湾
政
策
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
が
十
分
で
な
い
。
だ
が
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
以
下
N
S
C
）
三
七

シ
リ
ー
ズ
と
称
さ
れ
る
一
連
の
文
書
に
あ
ら
わ
れ
る
台
湾
政
策
は
む
し
ろ
、
四
九
年
目
春
以
降
進
展
す
る
包
括
的
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

過
程
と
不
可
分
に
展
開
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
四
九
年
末
の
台
湾
の
位
置
づ
け
の
最
終
的
な
確
定
に
お
い
て
、
穏
健
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

対
す
る
考
慮
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
事
実
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
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冷戦初期アメリカ合衆国の台湾政策（吹戸）

　
そ
の
意
味
で
本
稿
の
台
湾
政
策
見
直
し
作
業
は
ま
た
、
包
括
的
ア
ジ
ア
政
策
の
実
態
、
な
か
で
も
、
国
務
省
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
認
識
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

実
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
理
解
と
異
な
る
一
面
を
描
き
出
し
て
く
れ
る
。
冷
戦
初
期
の
ア
ジ
ア
政
策
を
扱
う
代
表
的
な
歴
史
研
究
は
、
も
っ

ぱ
ら
東
南
ア
ジ
ア
政
策
の
分
脈
と
関
連
づ
け
る
が
故
に
、
国
務
省
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
把
握
に
対
し
一
様
に
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
を
米
ソ
冷
戦
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
米
国
の
論
理
の
結
果
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
旧
植
民
地

支
配
国
の
権
益
へ
の
配
慮
が
優
先
さ
れ
た
結
果
、
「
で
き
る
馨
り
真
の
民
族
主
義
的
潮
流
に
調
子
を
合
わ
せ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
米
国
政
府
は
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
、
と
の
批
判
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
ま
た
毛
沢
東
に
つ
い
て
、
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
の
側
面
を
認
め
る
意
見
が
米
国
政
府
内
に
も
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
は
、
共
産
主
義
と
の
関
係
性
を
強
調
す
る
あ
ま
り
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
し
た
勢
力
を
急
進
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
切
り
捨
て
、
同
勢
力
へ
の
接
近
の
可
能
性
を
米
国
の
側
か
ら
断
っ
た
、
と
の
批
判
で
あ
る
。

だ
が
、
拡
大
会
合
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
象
徴
的
に
現
れ
る
国
務
省
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
解
は
、
以
上
の
否
定
的
評
価
に
修
正
を
迫
り
得
る
。

そ
し
て
ア
チ
ソ
ン
が
四
九
年
末
に
描
き
だ
し
た
包
括
的
ア
ジ
ア
政
策
と
は
、
そ
う
し
た
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
理
解
の
上
に
成
立
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

①
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②
こ
れ
ら
の
研
究
群
は
、
そ
の
検
証
の
視
点
に
従
い
、
次
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

第
一
は
、
B
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
を
追
求
す
る
米
国
の
構
想
を
描
写
し

つ
つ
、
ア
ジ
ア
の
申
核
国
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
日
本
の
経
済
復
興
を
促
進

し
た
歴
史
的
動
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
後
の
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
介
入
を
導
い
た
根
本
原
因
を
究
明
す
る
作
業
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
対
東
南
ア

ジ
ア
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
再
検
註
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
大
陸
中

国
の
共
産
化
を
弾
み
に
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
一
層
強
化
し
て

い
っ
た
過
程
が
劾
明
に
多
き
繊
さ
れ
る
。
前
者
の
研
究
に
は
、
≦
三
貯
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が
あ
る
。
後
者
に
は
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第
；
早
　
米
国
政
府
に
お
け
る
台
湾
の
位
置
づ
け

　
一
九
四
八
年
後
半
、
大
陸
中
国
情
勢
の
激
変
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
人
民
解
放
軍
が
東
北
地
方
か
ら
華
北
に
向
け
展
開
す
る
～

方
、
国
民
党
軍
及
び
同
政
府
要
人
は
大
挙
し
て
台
湾
へ
と
避
難
し
つ
つ
あ
っ
た
。
い
ま
や
蒋
介
石
は
、
台
湾
を
そ
の
最
後
の
要
塞
と
し
て
選
択

　
①
し
た
。
そ
う
し
た
急
速
な
情
勢
悪
化
を
う
け
て
浮
上
し
た
、
国
務
省
の
対
中
方
針
の
大
要
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
大
陸
中
国
と
距
離
を
置
く
姿
勢
で
あ
っ
た
。
も
は
や
そ
の
共
産
化
は
不
可
避
だ
が
、
米
国
の
投
入
し
う
る
資
源
に
は
限
度
が
あ
っ

た
。
こ
の
ま
さ
に
「
倒
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
」
中
国
が
、
完
全
に
「
崩
れ
さ
っ
て
し
ま
う
ま
で
〔
米
国
に
〕
手
の
施
せ
る
こ
と
は
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

り
な
」
く
、
逆
に
「
拙
速
に
積
極
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
れ
ば
、
予
想
で
き
な
い
行
動
方
針
に
我
々
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
」
恐
れ
が
あ
っ
た
。

国
務
省
の
目
線
は
い
ま
や
、
限
ら
れ
た
資
源
の
投
入
に
見
合
う
だ
け
の
安
全
保
障
上
の
利
益
が
得
ら
れ
る
地
域
と
し
て
の
、
日
本
を
中
核
と
す

る
防
衛
ラ
イ
ン
の
確
保
に
、
ま
た
、
日
本
と
、
そ
の
経
済
復
興
を
支
え
る
東
南
ア
ジ
ア
と
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
ア
ジ
ア
地
域
統
合
に
向
け

ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
国
民
党
へ
の
関
与
撤
圓
の
加
速
化
で
あ
っ
た
。
大
戦
終
結
以
降
、
三
〇
億
ド
ル
に
達
す
る
米
国
の
軍
事
・
経
済
援
助
が
、
い
ま
や

無
益
な
結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
大
統
領
が
四
八
年
対
中
援
助
法
に
署
名
し
て
い
た
ば
か
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
六
月

に
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（
旨
．
い
①
一
σ
q
ぎ
⇔
望
§
酔
）
駐
華
大
使
が
行
っ
た
追
加
援
助
要
請
を
却
下
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
（
O
§
α
Q
①
ρ
ζ
霧
冨
5
国
務
長
宮

に
よ
る
決
定
に
、
米
国
の
態
度
の
変
化
は
如
実
に
現
れ
て
い
た
。
ま
た
、
国
民
党
軍
へ
の
軍
事
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
べ
く
、
こ
の
時
期
に
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③

よ
う
や
く
機
能
し
始
め
た
ば
か
り
の
米
国
合
同
軍
事
顧
問
団
も
、
四
九
年
初
頭
、
早
々
に
撤
退
が
決
定
さ
れ
た
。

　
以
上
を
背
景
と
し
て
台
湾
の
処
置
が
、
初
め
て
政
治
的
課
題
と
し
て
国
務
省
に
お
い
て
浮
上
し
た
。
台
湾
の
軍
事
的
重
要
性
に
関
す
る
評
価

報
告
を
軍
に
対
し
求
め
る
、
ロ
ベ
ッ
ト
国
務
長
官
代
行
（
幻
。
ぴ
①
冨
〉
．
い
。
く
Φ
巳
に
よ
る
一
一
月
一
日
半
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
、
そ
の
検
討
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

セ
ス
の
開
始
を
告
げ
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、
台
湾
が
、
「
ク
レ
ム
リ
ン
の
指
示
を
仰
ぐ
」
中
共
政
権
の
支
配
下
に
入
る
場
合
に
、
そ
の
事
態
が

米
国
の
安
全
保
障
に
対
し
て
持
つ
戦
略
的
意
味
を
、
評
価
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
統
合
参
謀
本
部
（
以
下
J
C
S
）
に
よ
る
評
価
は
、
翌
一
二
月
一
日
、
N
S
C
三
七
『
台
湾
の
戦
略
的
重
要
性
』
と
し
て
回
覧
さ
れ
た
。
な

か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
か
り
に
戦
争
が
勃
発
す
る
場
合
」
と
し
て
、
対
ソ
戦
を
究
極
的
に
想
定
す
る
条
件
下
で
台
湾
の
価
値
を
判
断
し

て
い
た
点
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
陸
の
共
産
化
を
仮
定
し
た
場
合
、
台
湾
の
戦
略
的
重
要
性
と
は
、
ま
ず
、
対
ソ
戦
時
の
戦
時
基
地
と
し
て

の
潜
在
的
有
効
性
で
あ
り
、
つ
ぎ
に
、
沖
縄
と
ブ
イ
リ
ピ
ン
の
防
衛
、
お
よ
び
日
本
と
マ
レ
ー
と
を
結
ぶ
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
に
と
っ
て
の
重
要

性
で
あ
る
。
ゆ
え
に
台
湾
の
喪
失
は
、
安
全
保
障
上
「
き
わ
め
て
不
利
」
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
戦

略
的
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
有
の
軍
事
力
と
、
米
国
が
「
世
界
中
で
課
せ
ら
れ
て
い
る
数
多
く
の
責
務
」
と
の
間
に
存
在
す
る
「
不
均

衡
」
の
た
め
に
、
台
湾
防
衛
に
関
わ
る
軍
事
力
行
使
は
否
定
さ
れ
た
。
台
湾
以
外
の
優
先
順
位
の
高
い
地
域
で
生
じ
る
、
「
緊
急
事
態
に
対
処

す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
」
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
台
湾
は
米
国
の
安
全
保
障
か
ら
す
れ
ば
、
直
接
的
行
動
が
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

定
さ
れ
る
「
ま
ぎ
れ
も
な
く
死
活
的
に
重
要
（
く
冨
同
）
…
…
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
は
言
え
な
」
か
っ
た
。

　
で
は
、
N
S
C
三
七
を
受
け
取
っ
た
国
務
省
は
台
湾
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
。

　
第
一
に
、
大
陸
中
国
へ
の
関
与
の
縮
減
を
進
め
て
い
た
国
務
省
に
と
り
、
台
湾
の
戦
略
的
重
要
性
に
関
す
る
軍
の
評
価
は
十
分
な
説
得
力
を

持
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
構
想
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
台
湾
復
興
の
成
功
」
が
、
食
糧
と
そ
の
他
物
資
に
対
す
る
日
本
の

需
要
を
満
た
す
上
で
「
重
要
な
貢
献
」
を
な
し
得
る
、
と
の
期
待
が
あ
っ
た
。
第
三
に
、
台
湾
島
自
体
の
潜
在
能
力
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、

海
峡
に
よ
り
大
陸
か
ら
「
隔
絶
さ
れ
た
拠
点
」
、
広
大
な
大
陸
と
は
異
な
り
経
済
運
営
に
適
し
た
「
限
ら
れ
た
領
域
し
、
そ
し
て
、
島
固
有
の
資
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⑥

源
に
支
え
ら
れ
る
「
経
済
的
成
長
可
能
性
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
以
上
か
ら
、
大
陸
そ
し
て
国
共
内
戦
か
ら
分
離
さ
れ
た
台
湾
を
実
現
す
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
可
能
と
の
結
論
に
国
務
省
は
至
っ
た
。
そ
の
た
め
の
全
般
的
方
針
と
し
て
、
第
一
に
、
台
湾
の
非
共
産
化
、
非
蒋
介
石
化

が
掲
げ
ら
れ
、
第
二
に
、
「
成
長
可
能
で
、
自
足
的
な
」
台
湾
経
済
の
復
興
に
よ
る
島
内
の
安
定
化
と
、
そ
の
経
済
に
支
え
ら
れ
る
比
較
的
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

力
な
台
湾
政
府
の
形
成
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
軍
部
と
国
務
省
の
間
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
の
分
離
と
、
「
外
交
及
び
経
済
的
措
置
」
を
通
じ
た
そ
の

実
現
と
い
う
原
則
、
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
四
九
年
一
月
末
、
マ
ー
シ
ャ
ル
に
代
わ
り
国
務
長
宮
に
就
任
し
た
、
ア
チ
ソ
ン
率
い
る
国

務
省
に
そ
の
実
現
に
向
け
た
旦
ハ
体
的
手
段
の
詰
め
の
作
業
が
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
着
任
早
々
の
ア
チ
ソ
ン
に
判
明
し
た
の
は
、
そ

の
政
・
軍
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
ず
し
も
福
二
で
は
な
い
と
の
現
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
N
S
C
三
七
を
補
足
す
る
た
め
二
月
一
一
B
に
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

出
さ
れ
た
、
N
S
C
三
七
／
三
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

　
N
S
C
三
七
／
三
『
台
湾
の
戦
略
的
重
要
性
』
は
、
大
陸
情
勢
の
展
開
に
悲
観
的
な
ア
チ
ソ
ン
の
求
め
に
応
じ
、
仮
に
「
外
交
及
び
経
済
的

措
置
」
が
通
用
し
な
い
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
軍
側
の
検
討
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
同
文
書
は
、
中
国
大
陸
の
喪
失
に
伴
い
米
国
が

陥
る
状
況
を
「
ア
ジ
ア
大
陸
に
お
け
る
戦
略
的
無
力
」
と
表
現
し
、
N
S
C
三
七
よ
り
さ
ら
に
台
湾
確
保
の
軍
事
的
重
要
性
を
際
立
た
せ
た
上

で
、
具
体
的
な
措
置
と
し
て
、
小
規
模
な
海
軍
艦
隊
に
よ
る
台
湾
駐
留
を
要
請
し
た
。
た
だ
し
そ
の
際
、
同
艦
隊
に
与
え
ら
れ
る
任
務
と
は
、

外
交
及
び
経
済
的
措
置
に
よ
る
台
湾
保
持
と
い
う
既
定
方
針
を
支
え
る
た
め
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
す
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
「
力
を
行

使
す
る
」
こ
と
と
同
義
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
示
威
行
動
に
、
「
望
ま
し
く
な
い
外
交
上
の
悪
影
響
」
が
伴
う
可
能
性
は
明

白
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
中
共
に
よ
る
台
湾
支
配
に
伴
う
国
家
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
鑑
み
れ
ば
、
か
か
る
「
外
交
上
の
リ
ス
ク
と
困
難
も
正
当

化
さ
れ
る
」
と
J
C
S
は
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
国
務
省
の
専
権
事
項
で
あ
る
は
ず
の
外
交
要
因
に
容
漏
し
て
ま
で
、
軍
事
の
論
理
優
先
を
押
し
通
そ
う
と
す
る
そ
う
し
た
J
C
S
の
姿
勢
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

国
務
省
側
は
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
た
。
そ
う
し
た
驚
き
と
反
発
は
、
大
陸
中
国
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
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伝
統
的
な
「
外
国
人
嫌
い
と
い
う
強
烈
な
感
情
」
は
長
期
的
に
見
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
に
対
す
る
従
属
へ
の
、
ま
た
、
満
州
と
新
羅
に
対
し
て

「
ク
レ
ム
リ
ン
が
示
す
貧
欲
さ
」
へ
の
反
発
と
し
て
作
用
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
う
ね
り
に
直
面
し
た

中
共
が
、
「
真
に
独
立
し
た
政
府
」
と
し
て
国
際
社
会
と
友
好
的
な
関
係
を
構
築
す
る
べ
く
、
「
そ
の
構
成
と
性
格
を
改
善
さ
せ
る
可
能
性
」
が

考
え
ら
れ
た
。
他
方
で
、
も
し
そ
の
改
善
が
全
く
見
ら
れ
な
い
場
合
、
米
国
は
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
「
新
た
な
革
命
」
を
、
「
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

成
、
育
成
し
、
そ
れ
を
政
権
の
座
に
つ
け
る
べ
く
模
索
す
る
」
べ
き
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
も
し
J
C
S
提
案
を
実
施
し
た
結
果
、
米
国
の
台
湾

に
対
す
る
「
帝
国
主
義
的
で
、
貧
欲
な
意
図
」
を
非
難
す
る
、
中
共
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
宇
高
性
を
与
え
る
な
ら
ば
、
大
陸
で
の
米
国
の
立
場

は
損
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
争
奪
を
巡
る
中
共
と
の
「
政
治
戦
争
」
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
力
の
誇
示
は
是
が
非
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
大
陸
政
策
の
上
に
築
か
れ
た
国
務
省
の
原
則
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
、
台
湾
に
対
す
る
中
共
の
支
配
阻
止
を
実
現
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
た
め
の
選
択
肢
は
、
以
下
の
二
つ
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
第
一
の
可
能
性
は
、
非
共
産
、
非
蒋
介
石
中
国
人
に
よ
る
台
湾
統
治
継
続
の
確
保
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
台
湾
省
主
席
黙
思
の
も
と
に

米
国
政
府
高
官
を
派
遣
し
、
政
治
改
革
、
特
に
、
二
・
二
八
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
悪
政
の
改
善
、
台
湾
人
に
よ
る
積
極
的
な
政
治
参
加
の
実
現

を
求
め
る
。
そ
の
実
現
を
交
換
条
件
に
経
済
援
助
提
供
の
用
意
を
通
皆
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
陳
誠
が
蒋
介
石
に
代
わ
る
選
択

肢
と
し
て
、
米
国
の
「
意
の
ま
ま
に
出
来
る
対
抗
勢
力
」
の
役
割
を
果
た
す
か
否
か
は
「
全
く
確
実
で
な
か
っ
た
」
た
め
に
、
こ
の
手
段
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
台
湾
を
確
保
で
き
る
と
の
「
幻
想
は
抱
い
て
い
な
か
っ
た
」
。
そ
こ
で
第
二
の
選
択
肢
と
し
て
国
務
省
が
着
目
し
た
の
が
、
台
湾
人
自
治
・

独
立
運
動
で
あ
っ
た
。

　
国
務
省
は
、
台
湾
住
民
が
「
自
決
の
原
則
」
に
依
拠
し
、
中
国
入
指
導
部
に
対
し
反
乱
を
起
こ
す
場
合
、
国
連
を
通
じ
た
問
題
解
決
が
正
当

化
さ
れ
る
と
し
た
。
中
国
へ
の
台
湾
返
還
を
盛
り
込
む
カ
イ
ロ
宣
言
の
文
言
は
「
せ
い
ぜ
い
の
所
」
、
旧
日
本
帝
国
領
土
の
「
将
来
の
処
置
に

関
す
る
意
図
（
㎝
三
Φ
三
δ
5
）
を
言
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
」
（
強
調
は
筆
者
）
。
ゆ
え
に
、
台
湾
の
法
的
地
位
は
依
然
と
し
て
未
決
の
ま
ま
で
あ
り
、
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⑭

そ
の
将
来
的
な
帰
属
の
決
定
は
、
講
和
条
約
に
よ
る
最
終
的
処
置
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
自
発
的
な
独
立
運

動
を
発
展
さ
せ
る
」
べ
く
、
米
国
が
「
水
面
下
で
革
命
を
促
し
」
た
上
で
、
信
託
統
治
実
施
を
国
連
に
要
請
す
る
構
想
が
省
内
で
浮
上
し
た
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
以
上
を
念
頭
に
、
三
月
三
日
、
ア
チ
ソ
ン
は
N
S
C
会
議
に
臨
ん
だ
。
最
終
的
に
N
S
C
の
合
意
と
し
て
結
論
に
至
っ
た
の
は
、
次
の
三
点

で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
台
湾
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
南
京
大
使
館
参
事
官
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
（
ピ
三
晶
ψ
8
ゆ
日
．
竃
Φ
8
匿
艮
）
に
、
陳
誠
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
見
解
を
報
告
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
た
。
第
二
は
、
軍
に
対
す
る
ア
チ
ソ
ン
の
要
請
で
あ
っ
た
。
台
湾
島
内
の
自
治
・

独
立
運
動
利
用
の
可
能
性
を
視
野
に
、
国
連
を
通
じ
た
国
際
的
協
調
介
入
の
実
施
に
伴
っ
て
、
「
台
湾
で
の
小
規
模
な
軍
事
力
を
行
使
す
る
よ

う
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
点
を
J
C
S
の
構
想
と
計
画
か
ら
排
除
し
な
い
よ
う
、
ア
チ
ソ
ン
は
求
め
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点

に
関
連
し
て
、
こ
の
国
連
オ
プ
シ
ョ
ン
は
あ
く
ま
で
も
、
陳
誠
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
場
合
の
、
最
後
の
手
段
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
点
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
最
後
に
、
情
報
漏
洩
の
防
止
に
最
大
限
の
注
意
を
払
う
必
要
性
が
、
N
S
C
全
メ
ン
バ
ー
に
言
い

渡
さ
れ
た
。
大
陸
政
策
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
台
湾
確
保
に
成
功
を
収
め
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
米
国
は
「
注
意
深
く
〔
台
湾
分
離
と
い
う
〕

我
々
の
願
望
を
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
以
上
の
決
定
事
項
を
承
認
し
、
N
S
C
三
七
／
五
『
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

湾
に
関
す
る
追
加
的
措
置
』
と
し
て
正
式
に
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
N
S
C
三
七
／
五
に
至
る
過
程
で
政
・
合
間
に
見
ら
れ
た
論
争
は
、
台
湾
問
題
に
対
す
る
J
C
S
の
ス
タ
ン
ス
を
、
国
務
省
の
眼
前
に
ま
ざ

ま
ざ
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
そ
れ
は
、
「
軍
事
的
な
断
定
」
に
偏
る
あ
ま
り
、
米
国
単
独
の
公
然
た
る
軍
事
力
誇
示
に
伴
う
政
治
的
悪
影
響

を
軽
視
す
る
姿
で
あ
っ
た
。
だ
が
大
陸
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
細
や
か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
状
況
下
で
、
軍
隊
が
果
た
す
役
割
は
、
そ
の

「
性
質
上
、
第
一
義
的
に
政
治
的
」
で
、
「
幅
広
い
考
慮
に
依
拠
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
定
」
と
し
て
、
「
国
務
省
の
責
任
事
項
」
と
見
な

　
　
⑰

さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
、
三
月
三
日
の
N
S
C
の
決
定
に
よ
り
、
国
務
省
に
よ
る
政
治
主
導
の
堅
持
が
確
認
さ
れ
た
点
を
ア
チ
ソ
ン
は
高
く
評
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価
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
う
し
て
国
務
省
が
台
湾
政
策
に
関
し
て
優
位
を
確
保
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
陸
情
勢
の
急
展
開
、
よ
り
重
要
な
こ
と
に
は
、

そ
れ
か
ら
派
生
し
た
国
内
問
題
及
び
軍
部
の
巻
き
返
し
を
前
に
、
彼
ら
は
四
九
年
春
以
降
、
台
湾
政
策
自
体
の
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

次
章
で
は
、
台
湾
政
策
の
置
か
れ
た
ア
ジ
ア
情
勢
の
文
脈
に
つ
い
て
把
握
し
、
そ
の
上
で
、
こ
の
再
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
。

冷戦初期アメリカ合衆国の台湾政策（上戸）
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第
二
章
　
対
ア
ジ
ア
戦
略
構
築
の
始
動
と
台
湾

対
ア
ジ
ア
戦
略
再
検
討
作
業
へ
の
着
手
と
『
中
国
白
書
㎞

　
四
九
年
春
、
大
陸
情
勢
悪
化
の
速
度
は
さ
ら
に
増
し
て
い
っ
た
。
四
月
一
日
に
国
共
演
で
開
始
さ
れ
た
最
後
の
和
平
交
渉
は
、
中
国
共
産
党

側
が
国
民
党
政
権
に
全
面
降
伏
を
要
求
し
、
国
罠
党
が
そ
の
和
平
協
定
最
終
案
の
受
け
入
れ
を
拒
絶
し
た
結
果
、
決
裂
に
至
っ
た
。
そ
れ
を
う

け
人
民
解
放
軍
が
四
月
二
〇
日
に
長
江
渡
河
を
開
始
し
、
五
月
末
ま
で
に
南
京
、
上
海
も
中
国
共
産
党
の
手
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。

　
ア
チ
ソ
ン
は
こ
の
展
開
を
苦
々
し
い
思
い
で
眺
め
て
い
た
。
確
か
に
米
ソ
対
立
の
主
要
舞
台
で
あ
る
欧
州
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
北
大
西
洋
条

約
の
締
結
、
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
の
解
除
な
ど
、
欧
州
情
勢
の
安
定
化
に
む
け
一
定
の
目
途
は
つ
い
た
。
だ
が
そ
う
し
た
欧
州
で
の
「
注
目
す
べ
き

勝
利
は
、
中
国
に
お
け
る
嘆
か
わ
し
い
事
態
と
比
べ
て
考
量
さ
れ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
極
東
世
界
全
体
が
、
中
国
で
の
共
産
主
義

の
前
進
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
感
じ
て
」
い
る
点
、
中
で
も
地
域
中
核
国
家
と
七
て
の
日
本
の
国
内
社
会
に
動
揺
が
広
が
っ
て
い
る
事
実

は
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
五
月
以
降
ア
チ
ソ
ン
は
、
ア
ジ
ア
で
の
共
産
主
義
封
じ
込
め
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ア
ジ
ア
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

再
検
討
が
必
要
と
の
思
い
を
い
っ
そ
う
強
く
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
そ
う
し
た
危
機
意
識
は
、
単
に
世
界
情
勢
だ
け
に
起
因
し
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
国
内
で
の
二
つ
の
動
向
も
ま
た
、
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。

　
そ
の
一
つ
は
、
極
東
、
中
国
政
策
を
巡
る
議
会
に
よ
る
攻
繋
の
激
化
で
あ
っ
た
。
議
会
内
の
親
蒋
介
石
勢
力
に
よ
る
政
府
批
判
は
、
そ
こ
に

共
和
党
右
派
を
中
心
と
す
る
保
守
勢
力
が
加
担
し
チ
ャ
イ
ナ
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
に
至
り
、
急
速
に
そ
の
影
響
力
を
強
め
た
。
そ
も
そ
も
こ

の
共
和
党
保
守
勢
力
は
、
三
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
を
巡
る
政
争
に
敗
北
を
喫
し
、
以
来
、
同
体
湖
を
担
う
勢
力
へ
の
評
価
を
覆
す

好
機
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
さ
な
か
、
四
八
年
大
統
領
選
挙
で
の
ト
ル
ー
マ
ン
の
勝
利
に
直
面
し
た
彼
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
追
随
主
義
」

的
な
超
党
派
外
交
へ
の
支
持
に
疑
念
を
覚
え
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
彼
ら
は
、
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
来
初
め
て
、
勢
い
づ
け
さ
せ
て
く
れ
る
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冷戦初期アメリカ合衆国の台湾政策（吹戸）

争
点
」
を
中
国
問
題
に
見
出
し
、
従
来
の
極
東
外
交
へ
の
無
関
心
を
一
変
さ
せ
、
親
蒋
介
石
派
に
よ
る
政
府
攻
撃
を
党
派
的
に
利
用
し
た
の
で

　
②
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
世
論
の
動
向
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
七
月
上
旬
に
政
策
企
画
室
（
以
下
P
P
S
）
が
作
成
し
た
あ
る
文
書
の
分
析
に
よ

れ
ば
、
中
国
共
産
党
の
急
速
な
勝
利
の
前
に
緯
圏
の
ア
ジ
ア
政
策
は
、
「
消
極
主
義
と
い
う
深
刻
な
病
状
」
を
呈
し
て
い
る
と
世
論
は
認
識
し

て
い
る
が
故
に
、
「
積
極
的
な
行
動
」
を
米
国
国
民
は
求
め
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
政
策
に
お
い
て
、
閉
塞
感
を
打
破
す
る

「
空
気
の
｝
新
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
思
い
は
、
P
P
S
の
ケ
ナ
ン
（
0
8
H
σ
q
の
面
一
Φ
暮
碧
）
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
政
策
に
対
す
る
実
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
監
督
の
責
任
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
、
国
務
副
次
官
の
ラ
ス
ク
（
目
）
Φ
悌
づ
幻
自
。
α
障
）
に
強
く
見
ら
れ
た
。

　
ア
チ
ソ
ン
が
懸
念
す
る
第
二
の
動
き
は
、
ア
ジ
ア
政
策
の
主
導
権
奪
取
を
目
論
む
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
冒
鉱
ω
〉
し
。
ぎ
ω
g
）
国
防
長
宮
の
企
図
で

あ
っ
た
。
四
九
年
三
月
末
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
を
継
ぎ
就
任
し
た
ば
か
り
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
中
国
第
一
主
義
者
と
し
て
日
本
よ
り
も
台
湾
を
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

視
し
、
蒋
介
石
政
権
と
も
緊
密
な
関
係
甚
あ
っ
た
。
六
月
一
〇
田
付
け
で
ソ
ア
ー
ズ
（
亭
号
醸
≦
マ
ω
。
話
邑
N
S
C
事
務
局
長
に
宛
て
た
メ

モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
彼
は
、
国
務
省
主
導
の
ア
ジ
ア
政
策
の
不
備
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。
大
陸
中
国
で
の
共
産
主
義
勝
利
に
象
徴
さ
れ
る

ア
ジ
ア
情
勢
の
最
近
の
展
開
の
た
め
に
、
「
私
は
ま
す
ま
す
不
安
を
強
め
つ
つ
あ
る
」
。
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
対
ア
ジ
ア
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
近
視

眼
的
な
「
そ
の
日
限
り
の
、
個
別
国
家
単
位
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
米
国
の
「
最
善
の
、
長
期
的
な
利
益
に
合
致
し
た
」
包
括
的
な
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
情
勢
に
関
す
る
研
究
に
速
や
か
に
着
手
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
。
そ
し
て
実
際
に

こ
の
要
求
を
う
け
、
N
S
C
四
八
作
業
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
強
い
影
響
下
、
ア
ジ
ア
政
策
の
再
検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

務
省
が
関
知
し
な
い
形
で
開
始
さ
れ
た
N
S
C
四
八
は
、
全
く
不
必
要
な
作
業
と
国
務
省
に
は
映
っ
て
い
た
。

　
ア
チ
ソ
ン
は
、
自
ら
の
構
想
に
基
づ
い
た
ア
ジ
ア
政
策
形
成
の
主
導
権
確
立
を
目
指
す
立
場
か
ら
、
右
の
二
つ
の
動
向
を
軽
視
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
彼
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
対
抗
す
る
形
で
、
自
ら
信
頼
を
寄
せ
る
ジ
ェ
サ
ッ
プ
（
勺
霞
帯
○
こ
Φ
ω
ω
巷
）
無
任
所
大
臣
を
代
表
責
任
者
と

す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
極
東
政
策
の
再
検
討
作
業
を
委
ね
た
。
た
だ
、
そ
の
作
業
は
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
当

面
は
、
も
う
～
つ
の
課
題
で
あ
る
議
会
と
世
論
対
策
に
照
準
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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前
章
で
指
摘
し
た
通
り
、
ア
チ
ソ
ン
の
構
想
と
は
、
中
国
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
潜
在
力
へ
の
期
待
、
国
民
党
政
権
へ
の
関
与
の
撤
回
、
そ

し
て
、
大
陸
申
圏
か
ら
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
へ
の
政
策
重
点
の
シ
フ
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
議
会
に
よ
る
党

派
攻
撃
は
、
「
森
と
木
を
混
同
す
る
」
危
険
な
動
き
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
こ
の
攻
撃
が
、
世
論
の
不
満
と
結
合
す
る
こ
と
は
是
が
非
で
も

回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ラ
ス
ク
が
提
書
す
る
よ
う
に
、
党
派
問
題
に
黒
子
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
国
問
題
を
、
「
よ
り
大
き
な
ア
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ア
の
問
題
」
と
し
て
措
定
し
な
お
す
必
要
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
『
錦
茸
白
書
』
の
公
表
は
、
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
危
機
意
識
を
反
映
し
て
い
た
。
前
任
の
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
以
来
、
長
ら
く
、
「
議
会
と
国

民
に
対
し
て
、
中
国
と
我
々
の
関
係
に
関
す
る
事
実
を
知
ら
せ
る
と
い
う
差
し
迫
っ
た
必
要
」
と
、
国
民
党
政
府
が
直
面
す
る
「
困
難
を
高
め

る
こ
と
に
な
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
」
と
の
間
で
、
政
府
は
「
ひ
ど
く
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
」
。
だ
が
、
ケ
ナ
ン
の
『
ソ
ビ
エ

ト
の
行
動
の
源
泉
』
に
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
た
省
内
ス
タ
ッ
フ
の
提
案
を
受
け
て
、
二
月
頃
、
ア
チ
ソ
ン
は
白
書
公
表
計
画
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
六
月
に
至
り
、
こ
れ
以
上
、
議
会
と
国
民
に
対
す
る
白
書
公
表
を
遅
延
さ
せ
れ
ば
、
極
東
政
策
再
精
査
の
作
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
の
焦
慮
か
ら
ア
チ
ソ
ン
は
、
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
白
書
公
表
で
省
内
が
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
七
月
一
六
日
付
け
の
ア
チ
ソ
ン
宛
て
覚
書
の
中
で
ラ
ス
ク
は
、
国
民
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

政
権
へ
の
承
認
を
継
続
し
、
「
共
産
中
国
を
承
認
し
な
い
と
の
宣
言
」
を
出
す
よ
う
求
め
て
い
た
。
ラ
ス
ク
が
そ
の
よ
う
な
宣
言
を
求
め
た
背

景
に
、
彼
自
身
の
強
烈
な
反
共
ス
タ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
に
せ
よ
、
同
時
に
、
超
党
派
で
ア
ジ
ア
政
策
に
対
処
す
る
う
え
で
、
議

会
か
ら
必
要
な
合
意
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
「
不
可
欠
」
と
の
考
え
も
、
こ
の
要
求
は
反
映
し
て
い
た
。
ま
た
、
米
国
の
期
待
に
応
え
る
チ
ャ

ン
ス
を
国
民
党
に
与
え
る
、
具
体
的
に
は
、
顧
古
駅
国
民
党
駐
米
大
使
を
呼
び
ア
チ
ソ
ン
自
ら
改
革
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
党
内

の
内
政
改
革
に
尽
力
す
る
勢
力
を
勇
気
づ
け
、
「
建
設
的
な
成
果
」
を
引
き
出
す
と
の
バ
タ
ワ
ー
ス
（
≦
・
乏
巴
8
昌
し
d
葺
Φ
暑
・
爵
）
極
東
担
当
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

務
次
官
補
の
提
案
に
、
ラ
ス
ク
は
理
解
を
示
し
て
い
た
。
ラ
ス
ク
を
始
め
、
白
書
公
表
に
懐
疑
的
な
国
務
省
ス
タ
ッ
フ
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
だ
が
ア
チ
ソ
ン
の
決
意
に
ゆ
ら
ぎ
は
な
か
っ
た
。
七
月
二
九
日
付
け
の
大
統
領
宛
て
書
簡
の
中
で
ア
チ
ソ
ン
は
、
確
か
に
白
書
公
表
に
は
、
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議
会
内
外
の
「
一
部
の
方
面
に
よ
る
攻
撃
の
嵐
の
再
発
」
を
促
す
リ
ス
ク
が
伴
う
。
だ
が
、
中
國
を
含
む
極
東
政
策
を
、
「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
、

状
況
に
対
す
る
理
解
に
基
づ
い
て
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
な
る
た
め
に
も
、
諸
事
実
を
議
会
と
国
民
に
通
知
す
る
と
い
う
「
根
本
的
な
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

要
性
は
…
…
そ
う
し
た
リ
ス
ク
に
勝
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
そ
の
固
い
意
志
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
意
を
前
に
、
ラ
ス
ク
以
下
国
務

省
ス
タ
ッ
フ
は
八
月
二
日
の
会
合
の
場
で
、
白
書
の
公
表
に
逆
ら
う
形
で
、
国
民
党
へ
の
改
革
案
提
示
を
行
う
こ
と
は
「
賢
明
で
な
い
」
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

最
終
的
な
見
解
の
一
致
に
至
っ
た
。
結
局
、
バ
タ
ワ
ー
ス
提
案
は
、
ア
チ
ソ
ン
に
示
さ
れ
な
い
ま
ま
葬
り
去
ら
れ
た
。

　
五
日
に
公
表
さ
れ
た
『
中
国
白
書
』
は
、
中
延
政
策
の
「
選
択
肢
が
非
常
に
厳
し
い
形
で
限
定
さ
れ
て
い
る
状
況
」
で
は
、
米
国
は
そ
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

策
を
「
幻
想
や
希
望
的
観
測
に
依
拠
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
率
直
に
表
明
し
た
。
ま
た
、
白
書
冒
頭
に
添
付
さ
れ
た
大
統
領
宛
の
伝
達
書
の

中
で
ア
チ
ソ
ン
は
、
「
事
情
に
通
じ
、
批
評
力
を
備
え
た
〔
米
国
〕
世
論
」
で
あ
れ
ば
、
「
全
体
主
義
的
政
府
1
一
そ
れ
が
右
翼
で
あ
れ
、
共
産

主
義
で
あ
れ
一
1
に
堪
え
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
れ
を
許
容
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
あ
る
」
と
力
説
し
た
。
つ
ま
り
、
中
国
共
産
党
政
権
と

蒋
介
石
政
権
が
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
全
体
主
義
的
政
府
と
し
て
同
列
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
続
け
て
、
大
陸
の
現
状
に
至
っ
た
歴
史

的
経
緯
を
詳
説
し
、
そ
の
責
任
を
国
民
党
の
自
助
努
力
の
欠
如
と
腐
敗
に
求
め
た
。
以
上
の
論
理
構
成
は
、
国
民
党
に
一
定
の
配
慮
を
示
す
ラ

ス
ク
と
対
照
的
に
、
い
ま
や
「
反
動
分
子
」
に
支
配
さ
れ
て
い
る
国
罠
党
政
権
の
現
実
に
幻
滅
し
た
国
民
世
論
の
審
判
を
仰
ぎ
、
そ
の
声
に
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

え
る
と
の
ア
チ
ソ
ン
の
意
思
表
明
を
反
映
し
て
い
た
。

　
で
は
、
こ
う
し
て
国
民
党
と
距
離
を
置
く
姿
勢
を
国
内
外
に
正
式
に
表
明
し
た
ア
チ
ソ
ン
は
、
同
時
に
、
台
湾
の
処
置
を
ど
の
よ
う
に
構
想

し
て
い
た
の
か
。
次
節
で
は
、
国
務
省
に
よ
る
台
湾
政
策
の
再
調
整
と
、
そ
の
再
調
整
が
、
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
形
成
過
程
に
編
入
さ
れ
て
い

く
経
緯
を
検
討
す
る
。

二
　
国
務
省
に
よ
る
台
湾
政
策
の
再
調
整
i
ア
ジ
ア
プ
餌
グ
ラ
ム
形
成
の
分
脈
下
で

台
湾
に
滞
在
し
て
い
た
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
は
、
大
陸
情
勢
の
急
展
開
を
う
け
た
本
国
で
の
協
議
へ
の
参
加
を
要
請
さ
れ
、
四
九
年
五
月
一
八
日

83 （227）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
帰
国
し
た
。
彼
は
、
台
湾
情
勢
を
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
共
聞
の
和
平
交
渉
の
結
果
次
第
で
は
、
国
共
「
連
合
政
府
」
の
成
立
に
よ
り
、
そ
の
新
政
府
に
台
湾
が
「
合
法
的
に
、
無
償

で
譲
渡
さ
れ
る
」
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
内
戦
の
再
燃
に
よ
り
そ
う
し
た
「
恐
れ
は
消
滅
し
た
」
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
懸
念
す
べ
き
は
、

蒋
介
石
に
よ
る
台
湾
へ
の
シ
フ
ト
の
加
速
化
で
あ
っ
た
。
蒋
介
石
は
、
台
湾
に
集
結
し
つ
つ
あ
る
海
・
空
軍
力
、
国
民
党
の
資
産
、
自
足
可
能

な
台
湾
経
済
を
頼
み
に
し
、
「
第
三
次
世
界
大
戦
の
勃
発
す
る
」
事
態
に
備
え
て
い
た
。
も
は
や
、
「
ク
ー
デ
タ
に
対
し
資
金
を
調
達
し
、
そ
れ

を
促
進
す
る
と
の
、
危
険
で
リ
ス
ク
に
満
ち
た
企
図
が
採
用
さ
れ
な
い
限
り
」
、
安
定
し
た
非
蒋
介
石
、
非
共
産
の
台
湾
政
権
実
現
の
可
能
性

は
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
報
告
を
う
け
省
内
で
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
「
現
行
政
策
の
最
終
的
な
失
敗
の
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
確
実
な
状
況
」
下
、

「
切
迫
し
た
台
湾
問
題
」
に
対
処
す
る
最
も
有
望
な
手
段
は
、
最
後
の
選
択
肢
と
見
な
さ
れ
て
き
た
同
問
題
の
国
連
へ
の
付
託
よ
り
ほ
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
の
認
識
に
至
っ
た
。
バ
タ
ワ
ー
ス
は
六
月
九
日
、
ラ
ス
ク
に
対
し
同
提
案
を
N
S
C
の
検
討
に
諮
る
よ
う
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
ラ
ス
ク
に
は
、
バ
タ
ワ
ー
ス
提
案
が
楽
観
的
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
た
。
ラ
ス
ク
は
、
国
連
付
託
に
伴
う
問
題
を
以
下
の
三
点
に
分
け
て

示
し
た
。
第
一
に
、
国
連
自
体
の
能
力
の
限
界
で
あ
っ
た
。
結
局
、
そ
の
「
責
任
の
主
要
部
分
」
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
、
米
国
に
課
せ
ら
れ

る
の
は
必
至
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、
米
国
軍
事
力
投
入
の
当
否
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
国
共
双
方
に
対
し
、
「
国
連
に

よ
る
裁
定
の
遵
守
し
を
受
け
入
れ
さ
せ
、
「
島
内
の
安
寧
」
を
確
保
す
る
に
は
、
米
国
が
主
力
と
な
る
「
軍
事
介
入
」
措
置
は
不
可
避
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
台
湾
を
巡
る
軍
事
力
行
使
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
の
J
C
S
の
評
価
に
抵
触
し
て
い
た
。
ま
た
さ
き
に
指
摘
し
た
、
ア
チ
ソ
ン

が
想
定
し
て
い
た
究
極
的
な
軍
事
力
行
使
の
可
能
性
に
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
、
同
盟
国
と
の
協
調
行
動
と
い
う
枠
内
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
第
三
点
と
し
て
、
同
盟
国
に
よ
る
協
力
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
「
集
団
的
行
動
に
名
を
借
り
て
、
〔
米
国
が
〕
そ
の
個
別
的
な
戦

略
目
標
を
実
現
す
る
べ
く
努
め
て
い
る
」
と
の
印
象
を
回
避
す
る
に
は
、
関
係
国
へ
の
根
回
し
と
い
う
「
周
到
な
外
交
上
の
準
備
」
が
必
要
で

　
　
⑲

あ
っ
た
。
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以
上
の
省
内
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
ア
チ
ソ
ン
は
、
八
月
四
日
、
台
湾
政
策
の
再
検
討
を
N
S
C
に
正
式
に
勧
告
し
た
。
そ
の
勧
皆
は
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
二
点
を
内
容
と
し
て
い
た
。
ま
ず
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
報
告
の
要
点
を
提
示
し
た
上
で
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
最
終
的
な
台
湾
支
配
は
「
あ
り

得
る
」
事
態
と
指
摘
し
た
。
第
二
に
、
ラ
ス
ク
の
提
言
を
受
け
、
台
湾
の
軍
事
的
利
益
に
関
す
る
戦
略
的
要
因
の
再
検
討
を
J
C
S
に
要
請
す

べ
き
と
の
勧
告
が
な
さ
れ
、
他
方
で
国
務
省
は
そ
の
間
に
、
国
際
協
調
行
動
に
向
け
た
根
回
し
の
た
め
に
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
を
対
象
と
す
る
非

公
式
協
議
に
着
手
す
る
と
さ
れ
た
。

　
第
二
の
J
C
S
に
よ
る
再
検
討
に
関
し
て
、
ア
チ
ソ
ン
が
付
け
加
え
た
次
の
但
し
書
き
に
注
昌
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
戦
争
に
至
ら
な
い
と

の
条
件
」
と
い
う
厳
密
な
前
提
の
も
と
で
、
J
C
S
は
な
お
も
米
軍
投
入
が
正
当
化
さ
れ
る
と
見
な
し
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
す
問
い
か
け
を

内
容
と
し
て
い
た
。
こ
の
問
い
の
背
景
に
は
、
去
る
三
月
の
N
S
C
の
決
定
過
程
に
お
け
る
、
軍
側
と
の
対
立
と
そ
れ
に
伴
う
混
乱
を
ふ
ま
え

た
ア
チ
ソ
ン
の
反
省
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
政
治
主
導
の
原
則
を
堅
持
し
、
国
際
協
調
路
線
を
追
求
す
る
国
務
省
が
、
対

ソ
戦
と
い
う
想
定
か
ら
台
湾
の
戦
略
的
重
要
性
を
導
き
だ
そ
う
と
す
る
軍
側
に
対
し
、
機
先
を
制
す
る
べ
く
与
え
た
「
指
針
（
。
。
§
Φ
｝
Φ
践
。
・
と

　
　
　
⑳

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
J
C
S
に
よ
る
再
検
討
の
結
果
は
、
八
月
下
旬
に
N
S
C
三
七
／
七
『
台
湾
に
関
す
る
米
国
の
立
場
』
と
し
て
回
覧
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
台
湾
の
戦
略
的
重
要
性
を
裏
付
け
る
軍
事
的
根
拠
に
変
化
は
な
い
。
だ
が
、
国
防
予
算
に
課
せ
ら
れ
た
緊
縮
圧
力
と
、
北
大
西
洋
条
約
成

立
に
伴
い
予
想
さ
れ
る
対
欧
州
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
拡
大
の
た
め
、
N
S
C
三
七
／
三
の
中
で
す
で
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
資
源
と
能
力
の
「
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態
」
が
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
対
ソ
戦
を
想
定
し
な
い
場
合
、
軍
事
力
投
入
が
正
当
化
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
外
交
及
び
経
済
的
措
置
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
軍
事
措
置
す
ら
「
賢
明
で
な
か
ろ
う
」
と
ま

で
指
摘
し
、
少
な
く
と
も
そ
う
し
た
軍
事
措
置
の
可
能
性
は
認
め
て
い
た
N
S
C
三
七
／
三
か
ら
～
歩
後
退
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
他
方
、
並
行
す
る
N
S
C
四
八
作
業
い
か
ん
に
よ
り
、
そ
の
立
場
が
修
正
さ
れ
得
る
と
の
但
し
書
き
を
N
S
C
三
七
／
七
は
明
記
し
て

い
た
。
ま
た
、
戦
争
が
勃
発
す
る
場
合
、
「
公
然
た
る
軍
事
的
措
置
」
が
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
「
結
局
は
妥
当
で
あ
る
」
と
の
立
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場
を
J
C
S
が
放
棄
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
N
S
C
三
七
／
七
は
国
務
省
へ
の
全
面
的
な
譲
歩
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

　
対
す
る
国
務
省
は
八
月
末
以
降
極
東
局
を
中
心
に
作
業
を
進
め
、
～
○
月
六
日
、
N
S
C
三
七
／
八
野
口
湾
に
関
す
る
米
国
の
立
場
』
を
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

出
し
た
。
そ
れ
は
国
務
省
に
と
り
そ
れ
ま
で
の
台
湾
政
策
議
論
の
集
大
成
で
あ
っ
た
。
同
文
書
は
、
以
下
の
二
点
を
政
策
勧
告
の
前
提
と
し
て

い
た
。

　
第
一
は
、
中
国
入
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
重
視
の
原
則
は
不
変
と
の
立
場
で
あ
っ
た
。
中
国
白
書
の
公
表
に
よ
り
米
国
は
、
内
政
干
渉
と
の
非
難

の
た
め
に
こ
れ
ま
で
大
陸
中
国
に
関
し
「
行
動
の
自
由
が
ほ
と
ん
ど
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
立
場
」
か
ら
、
い
ま
や
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い

⑳た
。
だ
が
、
も
し
台
湾
で
米
軍
を
使
用
す
れ
ば
、
「
申
国
の
領
土
統
合
の
擁
護
者
」
と
し
て
の
中
国
共
産
党
を
利
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
第
二

は
、
英
国
の
立
場
へ
の
配
慮
で
あ
っ
た
。
九
月
半
ば
の
米
英
外
相
会
談
に
先
立
ち
、
九
日
に
行
わ
れ
た
事
務
レ
ベ
ル
会
合
の
場
で
、
英
国
は
台

湾
問
題
に
関
す
る
そ
の
立
場
を
説
明
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
英
国
は
、
差
し
迫
っ
た
中
国
共
産
党
政
権
の
成
立
に
対
し
前
向
き
な
対
応
を

予
定
し
て
お
り
、
ま
た
香
港
の
確
保
を
最
重
視
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
台
湾
問
題
に
関
し
て
中
国
共
産
党
と
事
を
構
え
る
用
意
は
全
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

台
湾
に
対
す
る
支
配
権
は
国
共
問
の
内
戦
の
結
果
に
委
ね
、
国
連
を
介
在
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
国
務
省
は
、
そ
の
英
国

の
「
敗
北
主
義
者
」
的
姿
勢
に
は
不
満
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
国
連
を
通
じ
た
解
決
は
、
い
ま
や
そ
の
見
込
み
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
の
で

　
⑳

あ
る
。

　
以
上
の
前
提
か
ら
、
国
民
党
指
導
部
に
対
す
る
援
助
規
模
の
拡
大
は
到
底
考
え
が
た
か
っ
た
。
だ
が
、
｝
足
飛
び
の
、
援
助
の
完
全
な
停
止

に
も
無
理
が
あ
っ
た
。
も
し
そ
の
結
果
、
国
民
党
指
導
部
の
士
気
と
威
信
を
損
な
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
同
政
権
崩
壊
を
加
速
化
さ
せ
た
責
任
を

米
国
に
招
く
で
あ
ろ
う
。

　
結
周
、
長
期
的
に
見
て
米
国
の
利
益
に
最
も
適
う
選
択
肢
と
は
、
現
行
規
模
の
援
助
の
継
続
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
主
目
的
は
、
台
湾
不

安
定
化
の
主
因
で
あ
る
国
民
党
指
導
部
に
よ
る
「
統
治
上
の
過
誤
」
を
、
自
発
的
に
矯
正
さ
せ
る
た
め
の
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
蒋
介
石
に
対
す
る
次
の
旨
の
通
告
が
起
草
さ
れ
た
。
同
通
告
は
冒
頭
、
「
米
国
は
台
湾
に
関
し
て
全
く
願
望
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
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…
…
軍
事
基
地
あ
る
い
は
、
い
か
な
る
種
の
特
別
な
権
限
も
全
く
求
め
な
い
」
と
述
べ
、
続
く
第
二
文
で
、
台
湾
防
衛
の
た
め
に
米
国
が
、

「
そ
の
軍
事
力
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
つ
も
り
は
な
い
（
≦
一
一
一
鵠
○
酔
O
O
ヨ
ヨ
一
コ
口
」
と
曇
一
口
明
し
た
。
さ
ら
に
は
、
現
行
規
模
以
上
の
援
助
を
追
加
す
る

か
否
か
は
、
悪
政
の
改
善
、
そ
し
て
、
将
来
「
台
湾
に
て
達
成
さ
れ
る
〔
行
政
運
営
に
お
け
る
〕
成
績
に
左
右
さ
れ
」
よ
う
と
言
い
放
ち
、
全
て

は
国
民
党
側
の
自
助
努
力
次
第
で
あ
る
と
の
最
後
通
牒
を
突
き
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
蒋
介
石
へ
の
通
告
内
容
を
、
米
国
国
民
に
対
し
て
も
同
様
に
明
確
に
す
る
こ
と
が
「
不
可
欠
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
措
置
は
、
中

国
自
書
の
公
表
が
必
ず
し
も
国
内
、
特
に
議
会
説
得
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
し
な
か
っ
た
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
国
民
に
対
す
る
さ
ら
な
る
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
て
当
然
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
国
務
省
は
、
上
記
内
容
を
公
式
声
明
と
し
て
発
表
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

　
以
上
が
、
調
整
を
経
た
台
湾
政
策
の
概
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
国
務
省
は
そ
れ
を
以
て
、
軍
と
の
折
衝
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ

の
N
S
C
三
七
／
八
を
明
示
し
た
国
務
省
と
軍
と
の
関
係
は
、
ま
す
ま
す
対
立
の
様
相
を
深
め
て
い
っ
た
。
次
章
が
明
ら
か
に
す
る
テ
ー
マ
で

あ
る
。

　
た
だ
、
そ
う
し
た
両
者
の
対
立
関
係
を
、
単
な
る
台
湾
政
策
を
巡
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
争
い
に
還
元
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
。
実
は
、
こ
の
時
期
に
姿
を
現
し
つ
つ
あ
っ
た
、
国
務
省
の
包
括
的
な
ア
ジ
ア
・
極
東
政
策
、
な
か
で
も
、
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関

し
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
国
務
省
と
し
て
の
共
通
認
識
が
、
重
大
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
章
を
改
め
る
前
に
、
ア
ジ
ア
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
介
し
て
浮
か
び
上
が
る
東
ア
ジ
ア
政
策
の
全
体
像
を
示
し
て
お
く
。
ま
ず
、
P
P
S
文
書
第
五
一
号
『
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す

る
米
国
の
政
策
憾
と
題
す
る
政
策
文
書
に
着
目
し
た
い
。

　
四
七
年
後
半
に
始
ま
る
対
日
政
策
の
転
換
が
進
展
す
る
中
で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
重
要
性
へ
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
た
点
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
ア
チ
ソ
ン
は
国
務
長
官
就
任
す
る
と
、
こ
の
作
業
の
延
長
線
上
に
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
包
括
的
文
書
を
作
成
す
る
よ
う
P
P
S
に
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

令
を
出
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
四
九
年
五
月
半
ば
、
P
P
S
が
ア
チ
ソ
ン
に
提
出
し
た
の
が
こ
の
文
書
で
あ
っ
た
。

　
P
P
S
は
、
冷
戦
下
の
ソ
ビ
エ
ト
に
と
っ
て
の
東
南
ア
ジ
ア
の
位
置
づ
け
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
米
国
、
あ
る
い
は
西
側
世
界
と
は
異
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な
り
、
ソ
ビ
エ
ト
は
東
南
ア
ジ
ア
の
原
料
と
市
場
に
「
依
存
し
た
こ
と
は
全
く
な
」
く
、
そ
の
意
味
で
同
地
域
は
「
二
義
的
に
重
要
で
あ
る
に

過
ぎ
な
い
」
。
だ
が
ソ
ビ
エ
ト
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
闘
争
」
の
場
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
を
重
視
し
て
い
る
。
中
国
大
陸
の
共
産
化
が
決
定

的
と
な
っ
た
四
八
年
以
降
ソ
ビ
エ
ト
は
そ
の
延
長
線
上
に
、
「
植
民
地
主
義
的
帝
国
主
義
対
好
戦
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
東
南
ア
ジ
ア

に
支
配
的
な
対
決
構
図
の
中
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る
と
。
そ
の
分
析
か
ら
P
P
S
は
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
た
。
こ

の
構
図
の
下
で
米
国
は
、
米
国
を
「
偉
大
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
善
で
も
あ
ら
し
め
て
い
る
、
ま
た
そ
れ
故
、
世
界
中
の
人
々
の
心
に
お
け
る
原

動
力
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
高
潔
さ
」
が
究
極
的
に
は
問
わ
れ
て
い
る
。
か
か
る
状
況
下
で
、
中
国
に
続
き
、
東
南

ア
ジ
ア
ま
で
共
産
主
義
に
席
巻
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
い
米
国
が
被
る
「
政
治
的
敗
北
」
の
影
響
は
「
世
界
全
体
」
に
及
ぶ
だ
ろ
う
。
確
か
に
、

欧
州
旧
宗
王
国
の
権
益
に
対
す
る
配
慮
の
た
め
に
、
実
際
に
米
国
の
採
り
う
る
行
動
に
限
界
が
あ
る
点
を
認
め
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
か

か
る
限
界
に
伴
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
相
殺
す
る
た
め
、
そ
の
行
動
を
表
現
す
る
「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
印
象
（
鋒
Φ
α
q
Φ
ω
葺
Φ
毬
黛
冨
も
。
『
○
≦
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
米
国
は
腐
心
す
べ
き
だ
と
。

　
以
上
の
東
南
ア
ジ
ア
理
解
は
、
前
述
の
ジ
ェ
サ
ッ
プ
率
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
の
文
脈
に
お

い
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。
任
命
以
来
三
ヶ
月
に
わ
た
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
検
討
成
果
は
、
ア
チ
ソ
ン
、
ラ
ス
ク
以
下
、
国
務
省
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ア
ジ
ア
関
連
部
局
の
長
が
一
同
に
会
し
た
、
一
〇
月
二
六
一
二
七
日
の
国
務
省
拡
大
会
合
の
場
で
披
灘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
、
ア
チ
ソ
ン
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
ジ
ェ
サ
ッ
プ
は
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
「
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
経
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
至

る
」
ア
ジ
ア
全
体
が
「
根
深
い
革
命
運
動
に
席
巻
さ
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
、
「
植
民
地
時
代
が
ま
さ
に
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
認
識

を
示
し
た
。
こ
こ
で
彼
が
指
摘
す
る
「
ア
ジ
ア
の
革
命
」
と
は
、
「
反
植
民
地
、
反
帝
国
主
義
」
を
呼
号
し
、
「
民
族
の
独
立
」
と
「
生
活
条
件

の
改
善
」
の
実
現
を
模
索
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
指
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
の
終
結
に
伴
い
生
じ
た
力
の
空
白
の
中
で
急

速
に
台
頭
し
た
こ
の
運
動
は
、
「
引
き
続
き
数
十
年
に
渉
っ
て
ア
ジ
ア
の
不
安
定
を
惹
起
す
る
」
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、

こ
の
地
域
共
通
の
感
情
が
、
や
が
て
「
ア
ジ
ア
人
の
間
に
お
け
る
一
体
感
の
形
成
」
を
促
進
す
る
「
あ
る
紐
帯
」
と
な
り
う
る
可
能
性
で
あ
る
、
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と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
う
ね
り
に
覆
わ
れ
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
像
は
、
こ
の
拡
大
会
合
で
の
ア
ジ
ア
政
策
検
討
に

お
け
る
共
通
の
前
提
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
こ
こ
で
、
米
国
の
課
題
と
捉
え
ら
れ
た
の
は
、
ア
ジ
ア
で
の
反
共
封
じ
込
め
と
い
う
最
優
先
課
題
と
の
整
合
性
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
訴
え
る
反
植
民
地
主
義
は
、
か
つ
て
日
本
が
「
ア
ジ
ア
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」
と
の
、
そ
し
て
い
ま
、
ソ
ビ
エ
ト
が
反
帝
国
主
義

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
「
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
想
像
力
」
に
訴
え
か
け
る
う
え
で
有
利
に
作
用
し
、
し
か
も
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
中
国
で
の
共

産
主
義
の
勝
利
と
い
う
現
実
は
米
国
の
劣
勢
を
い
っ
そ
う
際
立
た
せ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
か
か
る
状
況
下
で
、
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
奪
い
返

す
」
べ
く
米
国
が
、
ア
ジ
ア
の
非
共
産
諸
国
を
し
て
、
「
我
々
と
連
携
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ソ
ビ
エ
ト
と
連
携
す
る
の
か
と
の
選
択
肢
に
直

面
」
さ
せ
る
の
は
逆
効
果
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
議
論
を
受
け
ア
チ
ソ
ン
は
、
植
民
地
主
義
的
支
配
願
望
と
同
一
視
さ
れ
な
い
た
め
に

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
米
国
「
自
ら
の
た
め
に
奪
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
」
、
「
現
地
の
人
々
の
元
に
返
す
」
姿
勢
を
米
国
は
貫
く
べ

き
と
力
説
し
た
。
大
戦
期
日
本
の
ア
ジ
ア
で
の
最
終
的
な
蹉
跣
を
も
た
ら
し
た
、
膨
張
主
義
を
連
想
さ
せ
る
武
力
行
使
を
伴
う
対
応
は
却
下
す

べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
独
立
願
望
と
物
質
面
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
を
通
じ
、
安
定
し
た
自
立
的
ア
ジ
ア
の
実
現
を
目
指
す
ほ
う
が
、

ア
ジ
ア
に
関
す
る
「
我
々
の
大
義
」
を
、
こ
の
ア
ジ
ア
革
命
と
「
一
致
さ
せ
る
」
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
、
反
共
封
じ
込
め
戦
略
に
も
合
致
す

る
と
の
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
指
針
は
、
次
の
二
つ
の
具
体
的
政
策
に
結
実
し
た
。
第
一
は
、
生
活
水
準
の
向
上
に
狙
い
を
定
め
た
「
実
証
計
画
（
号
ヨ
。
員
ω
冨
二
8

窟
。
㎞
Φ
。
什
）
」
で
あ
っ
た
。
米
国
に
対
す
る
「
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
基
本
的
態
度
」
は
、
ア
ジ
ア
共
通
の
諸
問
題
を
米
国
が
い
か
に
処
理
す
る
か
に

左
右
さ
れ
る
と
の
考
え
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
フ
ォ
ア
を
通
じ
た
、
現
地
政
権
に
よ
る
国
内
改
革
の
促
進
に
対
す
る
間
接
的
支
援
が
重
要
視
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
、
米
国
が
重
大
な
役
割
を
担
う
日
本
、
韓
国
、
沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
そ
の
国
内
状
況
の
改
善
を
通
じ
「
我
々
の
影
響
力
に
伴
う

恩
恵
を
立
証
」
す
べ
き
国
々
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
第
二
は
、
独
立
の
実
現
に
応
え
る
努
力
で
あ
っ
た
。
ア
チ
ソ
ン
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
い
う
「
住
罠
に
お
け
る
感
情
の
う
ね
り
」
を
体
現
す
る
、
「
現
地
の
基
盤
に
支
え
ら
れ
た
政
権
」
を
模
索
す
る
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
な
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る
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
権
益
へ
の
配
慮
に
見
ら
れ
る
、
「
西
欧
諸
国
と
我
々
と
の
関
係
を
軽
視
し
な
い
」
と
の
前
提
、
ま
た
、
反

共
封
じ
込
め
の
た
め
に
は
、
現
地
住
民
の
声
に
必
ず
し
も
応
え
て
い
な
い
独
裁
政
権
へ
の
支
援
が
優
先
さ
れ
う
る
と
の
知
事
で
限
界
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
ま
も
な
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
は
達
成
さ
れ
、
ま
た
ア
チ
ソ
ン
は
確
か
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
問
題
に
つ
い
て
「
フ
ラ
ン
ス
に
も
っ

と
圧
力
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
可
能
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
国
務
省
拡
大
会
合
は
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
漠
然
と
し
た
同
情
」
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、

「
ア
ジ
ア
人
の
想
像
力
」
を
引
き
寄
せ
る
た
め
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
擁
護
」
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
点
で
、
論
理
が
一
貫
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
は
、
台
湾
問
題
へ
の
対
処
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
バ
タ
ワ
ー
ス
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
米
国
は
「
他
国
の
領
土
保

全
を
誠
実
に
尊
重
し
…
…
そ
の
主
権
を
擁
護
す
る
」
こ
と
を
「
断
固
と
し
て
願
う
」
、
植
民
地
主
義
と
は
一
線
を
画
す
る
立
場
か
ら
、
国
際
社

会
に
お
け
る
「
小
肥
に
よ
る
大
連
合
」
の
構
築
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
台
湾
の
分
離
を
公
然
と
米
国
が
模
索
す
れ
ば
、
「
露
骨

な
政
治
的
方
便
」
に
訴
え
る
「
力
ず
く
の
プ
レ
ー
」
と
し
て
、
大
陸
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
反
発
を
招
く
の
み
な
ら
ず
、
「
世
界
の
小
国
」
が
寄

せ
る
「
信
頼
」
、
彼
ら
の
間
に
お
け
る
米
国
の
「
威
信
」
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
台
湾
問
題
へ
の
米
国
の
対

応
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
国
際
社
会
に
お
け
る
我
々
の
道
義
的
立
場
そ
の
も
の
」
で
あ
る
と
の
点
が
、
や
は
り
こ
の
拡
大
会
合
で
確
認
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
台
湾
政
策
を
ア
ジ
ア
国
策
の
分
脈
で
捉
え
な
お
す
と
そ
の
全
体
像
が
よ
り
明
確
と
な
る
。
国
民
党
へ
の
現
行
援
助
の
継
続
と
い
う

N
S
C
三
七
／
八
の
決
定
に
拘
わ
ら
ず
、
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
擁
護
方
針
の
持
つ
重
み
が
増
す
な
か
、
国
務
省
の
路
線
は
実
は
、
徐
々
に

台
湾
放
棄
や
む
な
し
の
方
向
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
点
が
以
後
、
軍
側
と
の
摩
擦
を
高
じ
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
く
。

　
と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
戦
略
構
想
を
纏
め
上
げ
た
上
で
、
一
一
月
一
七
巳
、
ア
チ
ソ
ン
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
に
大
統
領
と

の
会
合
に
臨
ん
だ
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
ア
チ
ソ
ン
に
よ
る
説
明
を
受
け
た
後
、
極
東
「
全
体
の
情
勢
に
関
す
る
理
解
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
す
っ
か
り
新
し
い
や
り
方
で
〔
こ
の
ア
ジ
ア
情
勢
全
般
〕
に
つ
い
て
考
え
る
に
至
っ
た
」
と
所
感
を
述
べ
た
。
国
務
省
の
主
張
を
「
大
体
に
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お
い
て
正
し
い
分
析
と
考
え
る
」
と
の
大
統
領
の
評
価
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
チ
ソ
ン
は
安
堵
し
た
。

い
ま
や
残
さ
れ
た
最
大
の
課
題
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
長
官
と
J
C
S
に
対
す
る
説
得
作
業
で
あ
っ
た
。

①
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第
三
章
　
ト
ル
ー
マ
ン
に
よ
る
台
湾
声
明

一
　
N
S
C
四
八
／
二
成
立
に
至
る
攻
防

　
一
〇
月
二
〇
日
の
N
S
C
会
議
に
お
け
る
軍
側
の
主
張
は
、
ア
チ
ソ
ン
の
警
戒
心
を
強
く
促
す
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
で
ア
チ
ソ
ン
は
、

N
S
C
三
七
／
八
に
求
め
る
通
告
を
実
行
に
移
す
よ
う
要
請
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
長
官
と
ブ
ラ
ッ
ド
リ
i
（
0
8
霞
笥

bσ

ﾈ
儒
｝
塁
）
J
C
S
議
長
の
回
答
は
非
常
に
挑
戦
的
で
あ
っ
た
。

　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
N
S
C
三
七
／
八
に
つ
い
て
、
三
月
時
の
国
務
省
の
立
場
を
越
え
る
新
し
い
内
容
が
全
く
な
い
と
不
満
を
述
べ
た
上
で
、
む

し
ろ
現
在
進
行
中
の
N
S
C
四
八
作
業
と
関
連
づ
け
て
検
討
で
き
る
よ
う
、
N
S
C
三
七
／
八
に
関
す
る
決
定
を
延
期
す
べ
き
と
勧
告
し
た
。

ま
た
、
N
S
C
三
七
／
八
に
想
定
さ
れ
て
い
る
記
者
発
表
に
も
異
議
を
唱
え
た
。
最
後
に
、
蒋
介
石
へ
の
通
告
に
関
し
、
以
下
の
修
正
を
ア
チ

ソ
ン
が
受
け
入
れ
る
場
合
に
限
り
軍
側
は
同
意
す
る
用
意
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
修
正
の
第
一
は
、
「
米
国
は
台
湾
に
関
し
て
…
…
特
別
な
権

限
を
全
く
求
め
な
い
」
と
の
、
冒
頭
の
一
文
を
削
除
す
る
こ
と
。
第
二
は
、
通
告
文
の
第
二
文
を
、
「
米
国
政
府
は
、
同
島
防
衛
の
た
め
に
そ
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の
軍
事
力
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
意
図
は
〔
現
時
点
で
〕
な
い
（
臨
8
ω
き
鯨
幕
巳
8
8
日
ヨ
一
け
）
」
と
改
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
要

求
は
、
「
将
来
我
々
の
と
る
可
能
性
の
あ
る
行
動
方
針
が
制
約
さ
れ
る
一
こ
と
へ
の
軍
の
懸
念
を
反
映
し
て
お
り
、
た
と
え
「
現
時
点
で
台
湾

に
出
動
す
べ
き
で
な
い
」
に
せ
よ
、
今
後
の
状
況
変
化
、
ま
た
N
S
C
四
八
と
の
関
連
で
、
軍
が
「
自
ら
の
考
え
を
変
え
る
可
能
性
」
を
示
し

　
　
①

て
い
た
。

　
結
局
ア
チ
ソ
ン
は
、
軍
側
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
確
か
に
、
一
一
月
三
日
、
軍
側
の
修
正
を
経
た
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
沿
っ
て
蒋
介
石
に
対
し
通
告
が
行
わ
れ
た
。
だ
が
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
N
S
C
三
七
／
八
に
関
す
る
決
定
は
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

国
務
省
は
、
い
ま
や
軍
が
、
軍
事
力
行
使
容
認
の
立
場
へ
と
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
と
の
懸
念
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　
軍
に
よ
る
そ
う
し
た
台
湾
政
策
修
正
要
求
は
、
一
二
月
に
入
り
さ
ら
に
活
性
化
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
同
月
六
日
付
の
J
C
S
宛
て
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
中
で
、
コ
リ
ン
ズ
（
旨
い
磐
8
⇒
O
。
霞
・
ω
）
陸
軍
参
謀
総
長
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
大

規
模
な
軍
隊
派
遣
が
正
当
化
さ
れ
る
ほ
ど
の
変
化
が
、
台
湾
情
勢
に
生
じ
た
わ
け
で
は
な
い
と
の
点
は
認
め
る
。
だ
が
、
台
湾
の
安
全
に
突
き

付
け
ら
れ
て
い
る
「
大
き
な
危
険
」
に
鑑
み
れ
ば
、
N
S
C
三
七
／
八
に
規
定
す
る
外
交
及
び
経
済
的
手
段
だ
け
で
な
く
、
「
即
座
の
、
積
極

的
な
行
動
方
針
」
と
し
て
、
大
規
模
派
兵
以
外
の
軍
事
的
措
置
に
着
手
す
る
可
能
性
を
J
C
S
は
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
。
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
デ

ン
バ
ー
グ
（
国
・
博
ω
．
＜
き
号
筈
①
吋
σ
q
）
空
軍
参
謀
総
長
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
大
半
が
台
湾
に
駐
留
し
て
い
る
国
民
党
空
軍
機
を
、
台
湾
を

奪
取
し
た
中
共
の
手
に
渡
せ
ば
、
「
現
時
点
で
は
保
有
し
て
い
な
い
戦
術
空
軍
の
中
核
部
分
」
を
中
共
が
獲
得
す
る
結
果
、
ア
ジ
ア
の
軍
事
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ラ
ン
ス
を
変
動
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
修
正
要
求
の
高
ま
り
は
、
N
S
C
四
八
作
業
が
佳
境
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
～
二
月
　
五
日

付
の
大
統
領
宛
て
書
簡
の
中
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
N
S
C
四
八
作
業
と
の
関
連
で
台
湾
は
「
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
」
と
し
、
国
務
省
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

牽
制
す
る
意
志
を
改
め
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
台
湾
を
巡
る
ジ
レ
ン
マ
を
脱
す
る
次
の
よ
う
な
方
策
を
提
示
し
た
。

　
な
る
ほ
ど
、
基
地
設
置
と
い
っ
た
「
米
国
の
旗
を
台
湾
に
立
て
る
」
程
の
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
が
「
途
方
も
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な
く
大
き
い
」
た
め
米
国
の
利
益
に
合
致
し
な
い
。
だ
が
、
共
産
側
に
よ
る
台
湾
で
の
空
軍
基
地
の
設
置
を
許
せ
ば
、
「
沿
岸
基
地
ラ
イ
ン
」

が
分
断
さ
れ
る
「
致
命
的
」
な
事
態
と
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
情
勢
認
識
を
示
し
た
上
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
軍
事
力
行
使
を
伴
わ
ず
に
台
湾

を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
∪
。
心
門
霧
竃
8
≧
費
包
極
東
軍
司
令
官
の
見
解
を
紹
介
し
た
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
の
地
位
未
決

論
に
基
づ
き
、
対
日
講
和
交
渉
の
場
で
米
国
が
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
大
戦
終
結
以
来
の
状
況
変
化
の
た
め
に
、
当
初
想
定
さ
れ
た
国
民
党

政
府
へ
の
返
還
は
、
も
は
や
「
義
務
で
は
な
い
」
。
日
本
、
中
国
の
何
れ
に
も
帰
属
し
な
い
「
台
湾
人
」
の
、
「
独
立
し
た
自
治
国
家
と
し
て
確

立
さ
せ
る
べ
き
」
、
と
。

　
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
地
位
未
決
論
に
依
拠
す
る
議
論
は
か
つ
て
国
務
省
で
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
実
現
可
能
性
に
懐
疑
的
な
見
方
が
、

省
内
で
は
す
で
に
大
勢
と
な
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陸
軍
省
計
画
作
戦
部
の
人
物
が
、
国
務
省
中
国
課
に
対
し
台
湾
問
題
の
法
的
側

面
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ
を
行
う
な
ど
、
い
ま
や
軍
側
が
そ
の
有
効
性
に
着
目
し
て
い
た
。
中
国
課
は
そ
う
し
た
動
き
が
、
台
湾
に
関
す
る
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

部
の
立
場
の
変
化
と
「
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
」
と
察
知
し
て
い
た
。

　
軍
部
の
立
場
は
、
N
S
C
三
七
／
九
『
大
規
模
な
軍
事
力
の
行
使
以
外
の
、
台
湾
に
対
し
考
え
得
る
米
国
の
軍
事
的
措
置
』
と
し
て
二
七
日

に
回
覧
さ
れ
た
。
台
湾
確
保
の
軍
事
的
措
置
と
し
て
、
「
小
規
模
で
、
十
分
に
管
理
さ
れ
、
厳
し
い
監
督
下
に
置
か
れ
る
軍
事
援
助
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
台
湾
の
国
民
党
に
対
し
て
行
う
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
軍
事
援
助
の
性
質
と
規
模
に
つ
い
て
、
第
七
艦
隊
司
令
官
の
支
援
の
下
で
調
査
を

行
う
よ
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
指
示
す
る
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
台
湾
政
策
は
、
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
側
の
支
配
拡
張
に
対
抗

す
る
と
い
う
、
全
体
問
題
の
～
部
分
」
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
統
括
す
る
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
早
期
に
確
定
す
る
必
要
を
末
尾
で
訴
え
て

　
⑦
い
た
。

　
N
S
C
三
七
／
九
は
、
そ
の
「
軍
事
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
た
。
だ
が
バ
タ
ワ
ー
ス
は
、
そ
れ
が
、
軍

事
顧
問
団
の
派
遣
、
軍
事
装
備
の
提
供
、
経
済
援
助
の
拡
大
、
米
海
・
空
軍
部
隊
に
よ
る
台
湾
へ
の
頻
繁
な
寄
港
等
々
、
「
米
軍
に
よ
る
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

的
介
入
又
は
関
与
以
外
の
全
面
的
な
援
助
」
に
等
し
い
と
判
断
し
た
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
N
S
C
三
七
／
八
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

94 （238）



冷戦初期アメリカ合衆国の台湾政策（吹芦）

ア
チ
ソ
ン
は
J
C
S
に
対
し
、
台
湾
に
関
す
る
そ
の
真
意
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
二
九
日
の
国
務
省
・
J
C
S
合
同
会
議
の
冒
頭
、
ア
チ
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
問
い
た
だ
し
た
。
～
○
月
～
九
日
付
け
中
央
情
報
局
（
c
l
A
）

報
告
に
よ
れ
ば
、
大
規
模
な
軍
事
介
入
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
五
〇
年
末
ま
で
に
、
中
共
軍
に
よ
る
最
終
的
な
台
湾
奪
取
は
不
可
避
で
あ
り
、

三
軍
の
諜
報
機
関
も
こ
の
C
I
A
報
告
に
同
意
し
て
い
る
。
し
か
も
軍
事
力
使
用
を
否
定
す
る
立
場
は
、
N
S
C
三
七
／
七
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
果
た
し
て
N
S
C
三
七
／
九
は
、
そ
う
し
た
軍
の
立
場
を
修
正
す
る
も
の
な
の
か
と
。

　
そ
れ
に
対
す
る
軍
の
園
答
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
軍
事
力
投
入
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
の
立
場
に
変
化
は
な
く
、
戦
闘
部
隊
の
派
遣
、
或

い
は
軍
事
顧
問
団
の
再
設
置
は
全
く
想
定
し
て
い
な
い
。
た
だ
最
近
の
新
た
な
事
態
に
も
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
｝
○
月
～
九
日
付

C
I
A
報
告
時
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
相
互
防
衛
援
助
法
第
三
〇
三
条
に
よ
り
、
い
ま
や
国
民
党
向
け
の
軍
事
援
助
資
金
の
調
達
が
可

能
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
国
民
党
空
軍
の
大
規
模
移
動
に
よ
る
防
衛
力
の
強
化
、
ま
た
、
軍
将
校
の
家
族
に
よ
る
台
湾
へ
の
移
動
が
完
了
し
た

結
果
、
将
校
に
よ
る
転
向
の
リ
ス
ク
が
減
少
し
た
事
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
同
C
I
A
報
告
の
想
定
ほ
ど
、
現
時
点
の
台
湾
が
脆
弱
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
と
。
そ
の
よ
う
に
背
景
を
説
明
し
た
上
で
J
C
S
は
、
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
予
期
し
得
る
成
果
と
し
て
以

下
の
二
点
を
挙
げ
た
。
ま
ず
、
こ
の
援
助
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
よ
り
も
、
台
湾
は
「
長
い
期
間
持
ち
こ
た
え
る
」
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
中
国
へ
の
牽
制
効
果
で
あ
る
。
「
中
共
が
相
争
う
、
或
い
は
制
圧
す
べ
き
相
手
」
と
し
て
強
化
さ
れ
た
台
湾
が
存
在
す
る
限
り
、
中

共
の
政
権
安
定
化
能
力
に
「
重
大
な
影
響
」
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
シ
ナ
等
南
方
へ
の
拡
張
も
抑
制
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
の
説
明
に
対
し
ア
チ
ソ
ン
は
、
台
湾
問
題
が
置
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
か
ら
反
論
を
開
始
し
た
。
そ
れ
は
、
一
～
月
一

七
日
に
彼
が
ト
ル
ー
マ
ン
に
行
っ
た
説
明
と
、
概
ね
同
様
の
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
は
、
第
一
に
、
共
産
中
国
に
抵
抗
す
る
基
盤
は
い

ま
や
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
ア
ジ
ア
を
席
巻
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
扱
い
、
そ
し
て
第
三
に
、
中
ソ
対
立
の
潜
在
的
可
能
性
で

あ
っ
た
。
そ
の
上
で
ア
チ
ソ
ン
は
、
J
C
S
提
案
に
潜
む
明
白
な
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
ま
ず
そ
れ
は
、
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

で
大
陸
全
体
を
団
結
さ
せ
る
結
果
、
共
産
勢
力
を
「
喜
ば
せ
る
」
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
及
ぼ
す
悪
影
響
で
あ
る
。
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蒋
介
石
政
権
と
い
う
「
反
動
的
政
権
」
へ
の
支
援
が
、
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
我
々
の
友
人
を
幻
滅
さ
せ
」
る
結
果
、
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
圓
復

す
る
我
々
の
努
力
の
全
て
を
帳
消
し
に
」
し
、
「
我
々
が
ア
ジ
ア
に
残
し
て
あ
る
影
響
力
を
失
う
危
険
」
を
冒
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
J

C
S
提
案
の
実
施
に
よ
り
、
台
湾
陥
落
を
一
年
間
遅
延
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
「
本
質
的
な
問
題
」
と
は
、
そ
う
し
た

時
間
稼
ぎ
に
よ
り
「
我
々
が
得
た
も
の
が
、
そ
れ
と
同
時
に
課
せ
ら
れ
る
代
償
に
値
す
る
の
か
」
と
の
点
に
あ
る
と
。

　
J
C
S
は
、
以
上
の
理
由
を
覆
す
だ
け
の
軍
事
的
論
拠
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
一
二
月
半
ば
に
作
成
さ
れ
た
国
務
省
極
東
局
の
あ
る
文
書

は
、
た
と
え
台
湾
が
中
共
に
手
に
落
ち
よ
う
と
も
、
日
本
と
沖
縄
と
を
確
保
す
る
限
り
米
國
は
、
台
湾
に
対
す
る
「
制
海
権
及
び
制
空
権
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

依
然
と
し
て
掌
握
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
J
C
S
も
、
「
塾
側
の
空
軍
基
地
が
中
国
大
陸
に
あ
る
場
合
と
、
台
湾
に
あ
る
場
合
と
の
問
に

ほ
と
ん
ど
差
は
な
い
」
と
の
立
場
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
は
、
「
政
治
的
な
見
解
が
、
J
C
S
の
見
解
に
優
先
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
、
国
務
省
へ
の
譲
歩
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
国
務
省
・
J
C
S
会
合
で
の
協
議
を
経
て
、
同
日
ト
ル
ー
マ
ン
出
席
の
下
、
N
S
C
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
場
で
ト
ル
ー
マ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

独
自
の
ア
ジ
ア
構
想
に
台
湾
を
位
置
づ
け
る
「
国
務
長
官
の
勧
告
を
支
持
す
る
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。
「
他
の
諸
国
に
対
す
る
ソ
ビ
エ
ト
の

帝
国
主
義
的
意
図
を
暴
露
」
し
ょ
う
と
す
る
と
き
に
、
台
湾
に
対
す
る
米
国
の
帝
国
主
義
的
行
動
の
た
め
に
、
「
と
く
に
極
東
に
お
い
て
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

際
世
論
と
い
う
法
廷
を
前
に
、
米
国
の
道
義
的
立
場
が
深
刻
な
影
響
を
被
る
」
事
態
は
、
是
が
非
で
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

こ
に
軍
に
対
す
る
国
務
省
の
優
位
が
再
び
確
定
し
た
。

　
以
上
の
台
湾
に
関
す
る
国
務
省
の
立
場
は
、
や
は
り
こ
の
N
S
C
会
議
の
場
で
採
択
さ
れ
た
包
括
的
ア
ジ
ア
政
策
文
書
N
S
C
四
八
／
二

『
ア
ジ
ア
に
関
す
る
米
園
の
立
場
』
に
採
用
さ
れ
、
正
式
な
政
府
の
方
針
と
し
て
確
定
し
た
。
ま
た
同
文
書
の
主
な
論
点
は
、
翌
年
一
月
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

日
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
ア
チ
ソ
ン
に
よ
り
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
N
S
C
四
八
／
二
は
、
防
衛
ラ
イ
ン
の
中
核
を
構
成
す
る
日
本
、
沖
縄
、
ブ
イ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
安
全
保
障
に
関
す
る
「
米
国
の
立

場
を
改
善
す
る
」
よ
う
求
め
た
。
ア
チ
ソ
ン
が
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
表
明
し
た
よ
う
に
、
米
国
は
、
日
本
に
対
し
て
「
直
接
責
任
を
負
い
、
直
接
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行
動
す
る
機
会
を
有
す
る
」
、
沖
縄
は
防
衛
ラ
イ
ン
の
一
部
と
し
て
「
今
後
も
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
そ
し
て
、
既
存
の
協
定
に
依
拠

す
れ
ば
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
攻
撃
を
黙
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
ま
た
黙
認
す
る
つ
も
り
も
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
防
衛
ラ

イ
ン
外
部
に
位
置
す
る
諸
国
へ
の
原
則
的
対
応
と
し
て
N
S
C
四
八
／
二
は
、
次
の
点
を
明
確
に
し
た
。
「
ア
ジ
ア
革
命
の
形
態
と
方
向
に
対

す
る
影
響
力
」
を
め
ぐ
る
米
ソ
対
立
と
い
う
状
況
下
、
米
国
の
共
産
主
義
封
じ
込
め
ば
、
そ
れ
が
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
益
に
合
致
す
る
も
の
と

し
て
、
ま
た
、
彼
ら
の
支
援
に
値
す
る
も
の
と
し
て
、
彼
ら
に
訴
え
か
け
る
」
努
力
、
雷
い
換
え
れ
ば
、
「
民
族
主
義
的
要
求
を
満
た
す
」
努

力
と
不
可
分
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
で
は
、
同
諸
国
に
対
す
る
直
接
的
武
力
侵
攻
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
連
を
通
じ
た
解
決
が
強
調
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
、
台
湾
の
位
置
づ
け
を
み
る
上
で
、
同
じ
く
ラ
イ
ン
外
と
さ
れ
た
韓
国
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
既
述
の
通
り
、
韓
国
は
、
米
国
の
影
響
力
行
使
が
も
た
ら
す
「
恩
恵
を
立
証
」
し
て
く
れ
る
「
支
援
享
受
国
の
実
例
」
と
見
な
さ
れ
、
同
国

の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
政
治
的
」
価
値
が
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
こ
の
「
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
」
大
韓
民
国
政
府
に
対
し
、

「
経
済
、
技
術
、
軍
事
そ
の
他
の
援
助
」
を
継
続
す
る
方
針
が
、
N
S
C
四
八
／
二
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
半
島
で
の

封
じ
込
め
に
関
し
て
、
ア
チ
ソ
ン
が
一
貫
し
て
依
拠
し
て
き
た
論
理
に
合
致
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
戦
闘
部
隊
派
遣
以
外
の
手
段
を
通
じ
た
、

具
体
的
に
は
、
軍
事
顧
問
団
の
設
置
、
お
よ
び
国
連
を
通
じ
た
集
団
的
安
金
保
障
の
適
用
等
を
通
じ
た
、
ト
ル
ー
マ
ン
ド
ク
ト
リ
ン
的
封
じ
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

め
を
韓
国
で
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
チ
ソ
ン
に
は
韓
国
を
放
棄
す
る
意
図
は
全
く
な
か
っ
た
。
で
は
台
湾
は
ど
う
か
。

　
N
S
C
四
八
／
二
は
第
一
に
、
外
交
及
び
経
済
的
手
段
を
通
じ
た
共
産
中
国
に
よ
る
台
湾
支
配
阻
止
と
い
う
現
行
の
政
策
目
標
継
続
を
謳
っ

て
い
た
。
だ
が
、
国
民
党
に
よ
る
自
助
努
力
の
必
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
米
国
の
行
動
の
自
由
は
、
「
他
の
諸
国
に
よ
る
行
動

に
影
響
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
点
に
も
言
及
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
制
約
は
、
間
近
に
迫
っ
た
英
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
共
産
中
国
承
認
に
よ

り
さ
ら
に
強
ま
る
の
は
明
白
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
台
湾
喪
失
の
可
能
性
を
想
定
し
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
強
化
、
と
り
わ
け
沖
縄
軍
事
基

地
の
強
化
に
「
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
尽
く
す
べ
き
」
と
規
定
さ
れ
た
。
安
全
保
障
措
置
に
お
け
る
日
本
、
沖
縄
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
区
別
は
明
白
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⑯

で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
蒋
介
石
政
権
の
反
動
的
性
格
、
国
連
を
通
じ
た
解
決
に
対
す
る
同
盟
国
に
よ
る
協
力
可
能
性
の
欠
如
、
大
陸
政
策
の
た

め
軍
事
的
措
置
が
否
定
さ
れ
て
い
る
等
々
、
韓
国
と
は
全
く
異
な
る
条
件
の
た
め
に
、
同
じ
く
ラ
イ
ン
外
に
位
置
し
な
が
ら
台
湾
に
は
、
韓
国

に
対
す
る
救
済
プ
ロ
セ
ス
が
適
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
で
は
、
以
上
か
ら
、
国
務
省
は
台
湾
放
棄
を
既
定
方
針
と
し
て
採
用
し
た
と
断
定
で
き
る
の
か
。

　
実
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
か
っ
た
。
米
国
自
ら
台
湾
の
分
離
を
「
模
索
す
べ
き
で
な
い
」
と
の
国
務
省
の
合
意
は
、
一
〇
月
末
の
拡
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

合
の
場
で
成
立
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
先
の
台
湾
喪
失
に
対
す
る
覚
悟
を
め
ぐ
り
省
内
で
は
温
度
差
が
見
ら
れ
た
。
「
二
月
初
頭
、
極
東
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
、
台
湾
喪
失
と
い
う
「
こ
の
不
幸
な
事
態
」
を
議
会
と
国
民
に
覚
悟
さ
せ
る
た
め
の
声
明
を
作
成
す
べ
き
、
と
ア
チ
ソ
ン
に
勧
告
し
て
い
た
。

他
方
ラ
ス
ク
は
、
米
国
自
身
で
は
な
く
、
他
国
、
例
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
し
て
、
中
国
に
よ
る
台
湾
侵
攻
を
「
平
和
に
対
す
る
脅
威
」
と
し
て

国
連
に
訴
え
さ
せ
る
可
能
性
に
、
望
み
を
託
し
て
い
た
。
ま
た
ラ
ス
ク
は
、
台
湾
の
地
位
未
決
論
に
鑑
み
れ
ば
、
た
と
え
同
盟
園
が
共
産
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
承
認
し
よ
う
と
、
対
日
講
和
締
結
ま
で
台
湾
の
地
位
に
影
響
は
な
い
と
の
議
論
も
準
備
し
て
い
た
。

　
こ
の
梢
違
を
ふ
ま
え
国
務
長
官
が
下
し
た
決
定
は
、
両
案
を
折
衷
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
チ
ソ
ン
は
一
方
で
極
東
局
の
提
言
に
従
う
形
で
、

後
述
の
大
統
領
声
明
の
公
表
に
踏
み
切
っ
た
。
だ
が
他
方
、
台
湾
確
保
に
望
み
を
繋
ぐ
ラ
ス
ク
の
立
場
に
も
理
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
蒋

介
石
に
代
わ
る
政
権
主
体
を
確
保
し
て
お
く
た
め
に
、
台
湾
に
お
け
る
反
蒋
運
動
勢
力
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
継
続
す
る
「
隠
密
活
動
」
を
、
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

S
C
四
八
／
二
に
規
定
す
る
台
湾
政
策
の
範
囲
に
含
め
る
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
国
務
省
の
あ
る
文
書
が
表
現
す
る
よ
う
に
、
台
湾
の
喪

失
を
覚
悟
し
つ
つ
、
「
現
時
点
で
は
予
見
し
得
な
い
い
か
な
る
状
況
を
も
、
機
会
主
義
的
に
抜
か
り
な
く
利
用
す
る
」
よ
り
は
か
な
か
っ
た
の

　
　
⑳

で
あ
る
。

　
た
だ
、
と
り
あ
え
ず
ア
チ
ソ
ン
に
課
せ
ら
れ
た
眼
前
の
作
業
は
、
自
ら
の
構
想
す
る
ア
ジ
ア
・
極
東
政
策
、
そ
し
て
台
湾
問
題
の
現
実
を
国

民
に
説
明
す
る
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
台
湾
問
題
を
巡
る
国
内
動
向
に
目
を
移
す
と
、
こ
の
時
期
、
「
貫
入
に
よ
る
軍
事
戦
略
論
議
が
欲
し
い
ま
ま
に
な
さ
れ
て
い
る
」
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⑫

状
況
に
ア
チ
ソ
ン
は
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
四
九
年
秋
以
降
、
米
軍
に
よ
る
台
湾
占
領
の
望
ま
し
さ
に
関
す
る
「
公
然
た
る
議
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

高
ま
り
」
が
国
内
に
生
じ
て
い
た
事
態
に
、
極
東
局
は
強
い
危
惧
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
さ
な
か
、
～
二
月
二
九
日
の
N
S
C
会
議
で
の
決
定

内
容
と
さ
れ
る
台
湾
政
策
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
報
道
さ
れ
る
と
、
政
府
の
台
湾
放
棄
方
針
を
批
判
す
る
党
派
的
攻
撃
が
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
。

と
り
わ
け
、
そ
れ
ま
で
台
湾
問
題
に
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
タ
フ
ト
（
幻
O
げ
Φ
冨
〉
．
↓
略
説
）
や
フ
ー
バ
ー
（
頃
母
ぴ
象
○
．
口
。
。
＜
Φ
【
）
元
大
統
領
と
い

う
影
響
力
の
あ
る
人
物
が
年
明
け
早
々
に
提
起
し
た
、
台
湾
防
衛
の
た
め
の
米
国
海
軍
投
入
を
求
め
る
議
論
は
そ
う
し
た
批
判
の
頂
点
を
な
し

　
　
⑳

て
い
た
。
か
か
る
状
況
の
下
、
台
湾
政
策
を
巡
る
「
国
民
の
誤
認
を
正
す
」
た
め
、
N
S
C
の
決
定
を
正
確
に
国
民
に
伝
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

た
と
え
そ
の
結
果
、
台
湾
喪
失
を
「
加
速
化
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
冒
し
」
、
ま
た
「
間
違
い
な
く
国
内
の
一
部
勢
力
に
お
け
る
激
し
い
抗
議
を
生

み
出
す
」
と
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
国
民
を
「
不
案
内
な
状
態
の
ま
ま
に
残
」
し
て
お
く
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
『
中
業
白
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
場
合
と
同
様
、
こ
こ
で
も
国
民
へ
の
説
明
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
ア
チ
ソ
ン
は
、
大
統
領
に
声
明
を
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
一
月
五
日
に
出
さ
れ
た
大
統
領
声
明
の
要
諦
は
以
下
の
三
点
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
カ
イ
ロ
宙
三
茜
の
遵
守
が
確
認
さ
れ
た
。
チ
ャ
イ
ナ
ブ
ロ
ッ

ク
も
い
ま
や
蒋
介
石
政
権
凋
落
の
事
実
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
共
産
中
国
に
よ
る
台
湾
支
配
は
容
認
し
が
た
い
と
の
立
場
か
ら
、

台
湾
の
地
位
を
巡
る
法
的
議
論
を
援
用
し
つ
つ
台
湾
へ
の
信
託
統
治
の
可
能
性
を
訴
え
て
い
た
。
だ
が
、
同
日
、
大
統
領
声
明
を
補
足
す
る
べ

く
行
っ
た
記
者
会
見
の
中
で
ア
チ
ソ
ン
は
、
台
湾
の
お
か
れ
て
い
る
「
法
的
状
態
」
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
米
国
は
、
「
自
ら
の
立
場
の
高
潔

さ
」
を
損
な
う
「
法
律
家
二
丁
辞
を
駆
使
す
る
ご
ま
か
し
を
行
う
つ
も
り
は
全
く
な
い
」
と
述
べ
、
チ
ャ
イ
ナ
ブ
ロ
ッ
ク
の
議
論
を
切
り
捨
て

た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
台
湾
へ
の
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
否
定
が
表
明
さ
れ
た
。
「
米
国
は
現
時
点
で
台
湾
に
て
、
特
別
な
権
利
…
…
或
い
は
軍
事
基

地
を
獲
得
す
る
意
図
は
全
く
な
い
」
、
ま
た
、
台
湾
情
勢
に
関
与
す
る
た
め
に
、
「
軍
事
力
を
利
用
す
る
意
図
も
全
く
な
い
」
、
と
。
こ
の
文
言

を
見
て
た
だ
ち
に
想
起
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
年
一
〇
月
二
〇
日
の
N
S
C
会
議
の
場
で
軍
の
要
求
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
文
言
が
、
こ
こ
に
復
活

し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
が
政
府
の
公
式
方
針
と
し
て
対
外
的
に
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
N
S
C
三
七
／
八
以
来
の
ア
チ
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ソ
ン
の
宿
願
が
つ
い
に
果
た
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
最
後
は
、
国
民
党
に
対
す
る
軍
事
援
助
の
否
定
で
あ
っ
た
。
同
声
明
は
、
米
国
が
国
民
党
軍
に
対
し
て
「
軍
事
的
な
援
助
若
し
く
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
つ
も
り
は
な
い
」
と
書
明
し
た
。
ア
チ
ソ
ン
の
補
足
説
明
に
よ
れ
ば
、
米
差
は
、
四
八
年
夏
中
高
助
法
に
よ
る
一
・
二
五
億
ド
ル

の
無
償
軍
事
援
助
を
通
じ
、
国
民
党
の
防
衛
力
強
化
に
関
し
て
十
分
な
責
務
を
果
た
し
て
き
た
し
、
ま
た
、
同
政
権
は
豊
富
な
資
産
を
保
有
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
い
る
た
め
に
、
共
産
中
国
か
ら
の
防
衛
に
必
要
な
資
源
は
十
分
な
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
ア
チ
ソ
ン
の
議
論
か
ら
は
、
た
と
え
国
民
党

政
権
が
崩
壊
し
台
湾
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
そ
の
責
任
が
米
国
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
の
含
み
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き

よ
、
つ
。

　
こ
う
し
て
、
『
中
国
白
書
』
以
来
再
三
意
図
し
な
が
ら
も
不
十
分
で
あ
っ
た
、
軍
部
そ
し
て
チ
ャ
イ
ナ
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
、
政
府
内
外
の
台

湾
政
策
批
判
勢
力
の
議
論
に
対
す
る
封
じ
込
め
に
決
着
が
つ
い
た
。
ま
た
同
時
に
対
外
的
に
も
、
ソ
ビ
エ
ト
の
「
帝
国
主
義
的
策
謀
」
と
の
対

比
を
明
確
に
意
識
し
つ
つ
、
米
国
の
「
善
意
と
道
義
的
高
潔
さ
し
を
決
定
的
な
形
で
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
は
や
、
問
題
は
解
決
し
た
か

　
　
　
　
⑳

に
思
わ
れ
た
。
だ
が
、
ア
チ
ソ
ン
の
提
示
す
る
そ
う
し
た
青
写
真
が
色
あ
せ
、
自
ら
の
ア
ジ
ア
構
想
の
限
界
が
露
呈
す
る
の
に
、
さ
ほ
ど
時
間

は
要
さ
な
「
か
っ
た
。

二
　
台
湾
政
策
修
正
を
促
す
圧
力
ー
ア
チ
ソ
ン
構
想
の
限
界

　
こ
の
時
期
の
米
国
外
交
全
体
が
お
か
れ
た
状
況
を
術
成
す
れ
ば
、
何
よ
り
も
ソ
ビ
エ
ト
の
核
実
験
成
功
の
衝
撃
が
自
由
世
界
の
「
後
退
」
を

米
国
に
強
く
印
象
付
け
て
い
た
。
こ
の
事
態
を
直
接
的
契
機
と
し
て
N
S
C
六
八
に
帰
結
す
る
米
国
外
交
の
包
括
的
再
検
討
が
開
始
さ
れ
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
優
位
」
を
目
指
す
「
攻
撃
的
外
交
」
志
向
が
政
策
決
定
駆
馳
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
ア
チ
ソ
ン
の
ア
ジ

ア
構
想
は
、
こ
の
も
う
一
つ
の
外
交
潮
流
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
な
か
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
台
湾
声
明
以
降
の
ア
ジ
ア
情
勢
の
薪
展
開
は
、
ア
チ

ソ
ン
構
想
を
劣
勢
へ
と
追
い
や
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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新
た
な
ア
ジ
ア
の
現
実
に
関
し
て
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
二
月
一
四
日
に
締
結
さ
れ
た
中
ソ
友
好
同
盟
援
助
条
約
で
あ
っ
た
。
中
ソ
問
に

「
近
い
将
来
深
刻
な
亀
裂
が
生
じ
る
」
可
能
性
が
「
大
い
に
減
じ
」
た
結
果
、
い
ま
や
、
中
ソ
離
間
へ
の
期
待
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。
し
か
も

こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
へ
の
支
配
強
化
を
共
通
項
と
す
る
、
両
国
の
「
団
結
」
を
公
に
表
明
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
。
中
ソ
両
国
の
ホ
ー
チ
ミ
ン

政
権
に
対
す
る
承
認
と
、
東
南
ア
ジ
ア
の
革
命
運
動
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
拡
大
は
、
両
国
の
ア
ジ
ア
権
益
の
一
致
を
裏
付
け
る
証
拠
で
あ
っ

た
。
「
ブ
イ
リ
ピ
ン
の
国
内
世
論
を
広
範
に
惹
き
付
け
る
力
を
備
え
た
、
深
刻
な
脅
威
」
へ
と
成
長
し
た
フ
ク
団
を
は
じ
め
、
マ
ラ
ヤ
を
「
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

張
を
孕
ん
だ
不
安
定
状
態
」
へ
と
陥
れ
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
共
産
主
義
の
脅
威
は
明
自
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
ア
ジ
ア
の
現
状
に
、
國
務
省
内
で
と
り
わ
け
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
が
ラ
ス
ク
で
あ
っ
た
。
彼
の
眼
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
配
慮
す
る
N
S
C
四
八
／
二
が
、
現
実
と
し
て
の
共
産
主
義
の
浸
透
を
前
に
無
力
と
映
っ
て
い
た
。
そ
の
ラ
ス
ク
は
、
極
東
担
当
国
務

次
官
補
の
職
を
委
ね
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
国
務
省
の
極
東
政
策
へ
の
批
判
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
到
来
と
共
に
熾
烈
さ
を
増
し
、
そ
の
矛

先
が
バ
タ
ワ
ー
ス
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
チ
ソ
ン
は
議
会
対
策
と
し
て
ラ
ス
ク
を
後
任
の
西
宮
補
に
充
て
、
さ
ら
に
は
、
著
名
な

共
和
党
外
交
専
門
家
の
ダ
レ
ス
（
智
ぎ
閏
。
し
。
曇
U
色
①
ω
）
を
国
務
省
顧
問
と
し
て
迎
え
る
人
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ラ
ス
ク
は
、
政
府
の
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

東
政
策
に
批
判
的
な
ダ
レ
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
つ
つ
、
四
月
以
降
、
台
湾
政
策
修
正
実
現
に
動
こ
う
と
し
て
い
た
。

　
そ
の
際
に
ラ
ス
ク
が
最
も
問
題
製
し
た
の
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
心
理
で
あ
り
、
そ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
大
陸
申
国
の
共
産
化
と
い

う
「
根
本
的
事
実
」
は
ア
ジ
ア
全
域
で
概
ね
受
容
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
生
じ
た
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
ソ
両
陣
営
間
の
「
力
関
係
の

変
化
」
に
つ
い
て
、
そ
の
「
正
確
な
程
度
」
を
誰
も
明
確
に
認
識
し
て
は
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
彼
ら
は
「
〔
今
後
に
お
け
る
〕
自
ら
の
政
策
を
方

向
付
け
る
」
上
で
、
そ
の
変
化
の
質
を
「
判
断
す
る
基
準
」
を
提
供
し
て
く
れ
る
次
の
事
態
を
注
視
し
て
お
り
、
そ
の
事
態
の
帰
趨
が
明
確
に

な
る
ま
で
、
「
形
勢
傍
観
の
姿
勢
を
と
る
度
合
い
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
、
と
。
こ
こ
か
ら
ラ
ス
ク
は
、
勢
力
圏
へ
の
帰
属
の
曖

昧
な
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
（
山
O
自
げ
け
｛
¢
一
　
軸
目
Φ
評
し
。
）
」
を
ソ
ビ
エ
ト
に
渡
さ
な
い
と
の
、
「
我
々
の
自
信
と
決
意
と
を
示
す
、
劇
的
で
揺
る
ぎ
な
い
ス
タ

ン
ス
」
を
ア
ジ
ア
で
「
直
ち
に
」
採
ら
な
け
れ
ば
、
米
国
の
「
影
響
力
の
悪
化
が
加
速
す
る
事
態
」
を
招
き
、
ひ
い
て
は
、
全
世
界
レ
ベ
ル
で
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米
国
の
立
場
を
「
支
え
て
く
れ
る
拠
点
」
が
続
々
と
失
わ
れ
る
、
「
災
い
の
連
鎖
」
へ
と
発
展
す
る
恐
れ
す
ら
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
台
湾
の
位
置
づ
け
が
導
き
出
さ
れ
た
。
ま
ず
政
治
的
側
面
で
あ
る
。
台
湾
は
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
命
運
は
、
西
側
世
界
に
対
す
る
信
頼
性
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
い
わ
ば
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
共

産
主
義
の
「
継
続
的
な
膨
張
」
に
曝
さ
れ
て
い
る
象
徴
と
し
て
、
「
ラ
イ
ン
を
引
く
上
で
最
も
ら
し
く
思
わ
れ
る
場
所
」
で
あ
っ
た
。
喪
失
も

や
む
な
し
と
す
る
現
行
の
台
湾
政
策
は
、
そ
う
し
た
政
治
的
位
置
づ
け
を
捨
象
し
て
い
る
点
で
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
「
不
明

確
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
軍
事
的
側
面
で
あ
る
。
内
戦
不
干
渉
を
表
明
し
た
大
統
領
声
明
が
、
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
る
中
共
へ
の
介
入
拡
大
を
促
し
た
の
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
そ
の
介
入
は
、
ロ
シ
ア
人
技
術
者
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
「
重
要
な
」
軍
事
装
備
の
提
供
、
そ
し
て
そ
の
成
果

と
し
て
の
中
共
空
軍
整
備
の
見
込
み
と
し
て
現
れ
て
い
た
。
い
ま
や
、
台
湾
海
峡
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
動
し
た
た
め
に
、
国
民
党
が

自
己
資
源
の
み
で
中
共
に
対
し
「
競
合
す
る
立
場
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
の
、
大
統
領
声
明
の
論
理
は
も
は
や
成
り
立
ち
得
な
か
っ
た
。

ま
た
、
台
湾
が
「
ソ
ビ
エ
ト
の
中
部
太
平
洋
に
お
け
る
空
軍
及
び
潜
水
着
用
基
地
」
へ
と
転
化
さ
れ
る
の
で
は
と
の
「
深
刻
な
問
題
」
も
否
定

　
　
　
　
　
⑳

で
き
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
立
場
に
拠
る
ラ
ス
ク
が
、
ア
チ
ソ
ン
構
想
か
ら
の
転
換
を
求
め
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
ラ
ス
ク
は
五
月
三
〇
日
、
国

務
省
ス
タ
ッ
フ
会
合
に
臨
み
（
ア
チ
ソ
ン
は
出
席
せ
ず
）
、
次
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
し
た
。
ま
ず
、
対
日
講
和
問
題
と
の
関
連
で
予
定
さ
れ
て

い
た
ダ
レ
ス
に
よ
る
訪
日
の
途
上
、
蒋
介
石
に
対
し
、
現
状
で
は
台
湾
陥
落
は
不
可
避
だ
が
、
陥
落
陽
止
の
た
め
に
蒋
介
石
を
支
援
す
る
措
置

を
講
じ
る
用
意
は
米
国
に
全
く
な
い
、
と
通
告
す
る
。
そ
し
て
、
唯
一
可
能
な
選
択
肢
と
し
て
、
国
連
へ
の
信
託
統
治
の
要
請
を
蒋
介
石
自
身

に
実
行
さ
せ
る
。
そ
の
間
米
国
は
、
信
託
統
治
実
現
ま
で
の
問
、
「
台
湾
へ
の
い
か
な
る
武
力
行
使
を
も
阻
止
す
る
」
た
め
に
艦
隊
を
派
遣
す

る
。
そ
の
正
当
性
を
支
え
る
論
理
と
し
て
、
台
湾
の
地
位
未
決
論
、
台
湾
住
民
の
平
和
的
処
置
に
対
す
る
戦
勝
国
の
責
任
論
、
お
よ
び
国
連
憲
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章
の
「
平
和
に
対
す
る
脅
威
」
が
適
用
可
能
で
あ
り
、
艦
隊
派
遣
と
同
時
に
こ
の
正
当
性
を
表
明
す
る
大
統
領
声
明
が
公
表
さ
れ
る
。
確
か
に
、

ソ
ビ
エ
ト
の
干
渉
に
よ
り
信
託
統
治
交
渉
は
「
困
難
で
、
長
引
く
」
で
あ
ろ
う
が
、
当
面
は
、
台
湾
へ
の
中
共
支
配
を
阻
止
す
る
こ
と
が
可
能

　
　
　
⑳

で
あ
る
と
。

　
蒋
介
石
に
と
り
あ
ま
り
に
不
利
な
こ
の
構
想
は
、
明
ら
か
に
、
四
月
末
に
海
南
島
を
失
っ
た
ば
か
り
の
蒋
介
石
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
の
脆

弱
性
を
、
ラ
ス
ク
が
見
越
し
た
上
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ラ
ス
ク
は
そ
の
延
長
線
上
に
、
非
蒋
介
石
化
と
中
台
の
分
離
を
想

定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
蒋
介
石
に
下
野
を
要
求
し
、
軍
鼓
、
行
政
権
と
を
そ
れ
ぞ
れ
、
米
国
が
そ
の
資
質
を
評
価
し
て
い
る
国
民
党

要
人
で
あ
る
呉
国
槙
と
孫
立
人
に
譲
渡
さ
せ
る
。
同
時
に
極
秘
裏
に
こ
の
両
名
に
対
し
、
蒋
介
石
に
は
決
し
て
保
証
し
な
か
っ
た
、
米
国
に
よ

る
経
済
支
援
と
「
限
定
的
な
軍
事
ア
ド
バ
イ
ス
及
び
援
助
」
の
提
供
を
約
束
す
る
。
そ
の
上
で
こ
の
新
指
導
部
に
対
し
て
、
「
台
湾
住
民
の
幸

福
に
、
高
い
優
先
順
位
を
与
え
る
」
よ
う
求
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
蒋
介
石
の
亡
命
先
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
想
定
さ
れ
、

実
際
、
そ
の
可
能
性
を
駐
マ
ニ
ラ
大
使
館
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
。

　
た
だ
、
ラ
ス
ク
は
こ
こ
で
、
米
軍
事
力
投
入
の
当
否
、
あ
る
い
は
英
国
の
協
力
可
能
性
と
い
う
、
従
来
そ
う
し
た
構
想
を
掲
げ
た
際
に
現
れ

た
障
害
を
い
か
に
克
服
す
る
か
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
答
え
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
以
上
の
ラ
ス
ク
構
想
に
対
し
、
朝
鮮
戦
争
前
夜
の
こ
の
時

点
で
ア
チ
ソ
ン
が
い
か
な
る
評
価
を
与
え
た
か
は
、
手
元
の
史
料
か
ら
十
分
に
は
判
断
で
き
な
い
。
歴
史
家
シ
ャ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
六
月
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

日
の
省
内
会
合
の
場
で
、
ア
チ
ソ
ン
は
な
お
も
、
中
ソ
接
近
を
促
す
台
湾
に
関
す
る
強
硬
な
措
置
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
朝

鮮
戦
争
勃
発
は
、
ア
チ
ソ
ン
構
想
の
破
綻
を
決
定
的
に
印
象
づ
け
る
形
で
、
そ
う
し
た
政
府
内
の
温
度
差
を
完
全
に
解
消
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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局
と
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台
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た
発
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縄
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冷戦初期アメリカ合衆国の台湾政策（吹戸）

　
朝
鮮
戦
争
は
、
自
ら
の
核
実
験
成
功
を
前
進
と
捉
え
た
ソ
ビ
エ
ト
が
、
「
新
た
な
形
の
リ
ス
ク
テ
ー
キ
ン
グ
」
を
行
お
う
と
す
る
衝
動
を
裏

付
け
る
も
の
と
米
国
政
府
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
北
朝
鮮
の
南
進
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
か
ら
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
奪
取
す
る
」
と
い
う
、
「
よ

り
広
範
な
冷
戦
の
文
脈
」
で
対
処
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
六
月
二
七
日
の
声
明
で
大
統
領
は
、
「
共
産
主
義
は
独
立
国
家
を
征
服
す
る
た

め
に
、
破
壊
活
動
と
い
う
一
線
を
越
え
、
い
ま
や
武
力
侵
攻
と
戦
争
と
い
う
手
段
を
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
述
べ
、
地
上
軍
派
遣
の
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

定
を
表
明
し
た
の
で
あ
る

　
朝
鮮
戦
争
は
ま
た
台
湾
政
策
の
修
正
を
促
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
朝
鮮
半
島
へ
の
派
兵
と
同
時
に
、
共
産
中
国
に
よ
る
台
湾
支
配
を
阻

止
す
る
べ
く
、
第
七
艦
隊
の
台
湾
海
峡
へ
の
派
遣
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
艦
隊
派
遣
を
対
外
的
に
正
当
化
す
る
た
め
、
六
月
二
七
日
の
声
明
の

中
で
、
共
産
勢
力
に
よ
る
台
湾
占
領
は
、
「
太
平
洋
地
域
の
安
全
に
対
す
る
、
そ
し
て
〔
朝
鮮
半
島
で
〕
合
法
的
で
必
要
な
職
務
を
遂
行
し
て
い

る
米
国
軍
に
対
す
る
、
直
接
的
な
脅
威
」
で
あ
る
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
雷
明
し
た
の
で
あ
る
。
「
台
湾
の
将
来
に
お
け
る
地
位
の
確
定
は
、
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
安
全
の
回
復
、
対
日
講
和
の
取
り
決
め
、
若
し
く
は
国
連
に
よ
る
検
討
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
の
で
あ

　
②つ
た
。
戦
争
勃
発
か
ら
五
日
後
の
六
月
三
〇
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
駐
米
大
使
と
の
会
談
の
中
で
ア
チ
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
も
し

朝
鮮
半
島
で
の
侵
略
行
為
に
つ
い
て
、
共
産
側
に
「
懲
罰
を
与
え
な
い
ま
ま
許
し
て
い
た
な
ら
ば
」
、
「
台
湾
、
イ
ン
ド
シ
ナ
そ
の
他
地
域
」
へ

の
侵
略
が
、
「
確
実
に
続
け
て
生
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
。
そ
し
て
、
台
湾
奪
取
を
そ
の
ま
ま
許
せ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
「
パ
ニ
ッ
ク
」
を
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

起
こ
し
、
そ
う
し
た
一
連
の
後
退
が
現
実
と
な
れ
ば
、
「
ア
ジ
ア
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
戦
争

は
、
ア
チ
ソ
ン
に
お
い
て
、
台
湾
の
お
か
れ
た
政
治
的
文
脈
を
一
変
さ
せ
た
戦
争
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
台
湾
の
政
治
的
重
要
性
に
関
し
て
、
四
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月
以
降
ラ
ス
ク
及
び
ダ
レ
ス
が
追
求
し
て
き
た
立
場
へ
と
収
蔵
す
る
、
米
国
政
府
と
し
て
の
新
た
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
本
稿
は
、
ア
ジ
ア
と
い
う
観
点
を
導
入
し
て
台
湾
政
策
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
四
九
年
を
通
じ
て
台
湾
政
策
は
、

単
に
大
陸
中
国
政
策
と
連
動
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
包
括
的
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
成
過
程
に
包
摂
さ
れ
て
ゆ
く
な
か
、
穏
健

な
ア
ジ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
配
慮
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
た
と
い
う
、
そ
の
歴
史
的
実
態
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う

な
台
湾
の
位
置
づ
け
を
包
含
し
、
か
つ
、
独
自
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
認
識
に
支
え
ら
れ
た
ア
チ
ソ
ン
の
ア
ジ
ア
構
想
が
、
国
務
省
内
で
一
定
の

理
解
の
輪
を
広
げ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
他
方
、
台
湾
確
保
の
主
張
を
堅
持
し
、
一
貫
し
て
国
務
省
に
対
抗
し
て
き
た

軍
部
は
、
過
大
な
対
ア
ジ
ア
軍
事
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
警
戒
す
る
そ
の
立
場
ゆ
え
に
、
四
九
年
末
の
時
点
で
は
、
圏
務
省
側
の
提
示
す
る
政
治

的
論
拠
に
反
駁
す
る
だ
け
の
有
効
な
材
料
を
欠
い
て
い
た
。
こ
う
し
て
国
務
省
の
優
位
が
確
認
さ
れ
た
の
ち
に
、
五
〇
年
初
頭
に
発
表
さ
れ
た

大
統
領
の
台
湾
声
明
、
そ
し
て
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
演
説
は
、
ア
チ
ソ
ン
構
想
の
勝
利
を
高
ら
か
に
謳
っ
た
か
に
思
わ
れ
た
。
だ
が
、
N
S
C
六
八

に
象
徴
さ
れ
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
力
の
立
場
構
築
を
強
く
志
向
す
る
も
う
一
つ
の
米
国
外
交
潮
流
が
、
こ
の
勝
利
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
プ
レ

ス
ク
ラ
ブ
演
説
以
降
に
露
わ
と
な
っ
た
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
は
、
そ
う
し
た
外
交
潮
流
を
活
性
化
さ
せ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

が
ア
チ
ソ
ン
構
想
に
完
全
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
ア
チ
ソ
ン
構
想
の
ナ
イ
ー
ブ
さ
を
批
判
し
て
台
頭
し
て
き
た
、
ラ

ス
ク
ら
の
ア
ジ
ア
認
識
及
び
台
湾
の
政
治
的
位
置
づ
け
が
、
国
務
省
の
台
湾
政
策
の
基
調
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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by　getting　enough　“votes”　from　donors　aRd　subscribers．　This　seemingly　abnonmal

mode　of　reEef　had　been　adopted，　since　the　iate　18th　ceRtury，　by　maRy　charitab｝e

institutions　throughout　the　British　lsles　and，　in　fact，　quite　seldom　met　criticism　or

censure．　However，　it　suddenly　met　with　a　storm　of　condenmations　during　the

relatively　short　period　of　early　1870s　to　the　late　1880s．　Through　a　detailed

exploration　of　the　agents，　motives，　contents，　respoRses，　and　consequences　of

these　fierce　attacks，　this　paper　reveals　several　significant　facts：　first，　that　both

tbose　who　criticized　and　those　who　advocated　voting　charities　shared　the　same

basic　belief　that　philanthropy　as　a　whole　must　continue　to　be　practiced；　that

despite　this　agreement，　each　held　a　different　notion　of　how　philanthropy　should　be

conducted；　and　that　vohng　charities　remairied　virtually　unscathed　well　into　the

20th　century　despite　the　campaigns　against　them．

　　Setting　these　fiRdings　in　context，　we　reached　a　conclusioR　that　this　abortive

assault　on　voting　charities　at　the　very　time　of　“chaRge”　represented　a　conflict

between　the　older　ethic　of　the　traditional　individuaSstic　phllanthropy　and　the　new

logic　of　the　nascent　holistic　state　weifare．　Therefore，　although　philanthropy

suffered　regular　pressure　for　change　in　the　late　19£h　century，　it　coRtinued　to

fiourish　eveR　in　the　age　of　welfare　state　through　a　defence　of　its　rr｝otivating　ethic．

United　States　Foreign　Policy　on　Taiwan　during　the　Early　Period

　　　　　　of　the　Cold　War：　ln　the　Context　of　Development

　　　　　　　　　of　a　Comprehensive　Policy　on　Asia　in　1949

by

FUKITO　Masami

As　it　became　obvious　that　the　Chinese　Communist　Party　would　emerge

victorious　in　the　Chinese　civil　war，　the　Truman　administration　urgently　looked　to

the　newly　appointed　Secretary　of　State，　Dean　Acheson，　to　decide　a　policy　on

Taiwan　（then　called　Formosa）　at　the　beginning　of　1949．　This　essay　aRalyzes

United　States　policy　on　Taiwan　around　the　time　when　Mao　Ze　Dong　achieved　£otal

control　on　the　ma血重and．　In　so　d曲〕g，　the　aim　is　not　mereiy£o　focus　on　the

linkage　with　policy　toward　mainland　China　but　at　the　same　tirne　to　introduce
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particularly　the　perspective　on　Asia，　includmg　Taiwan．　The　reason　for　this

apProach　is　that　the　author　attaches　great血portance　to　a　series　of　po五cy　papers

on　Taiwan　termed　National　Security　Councg　Policy　37，　which　is　inseparable　from

the　formation　of　the　comprehensive　Asia　program　that　began　to　evolve　after　the

spring　of　1949．　lt　is　subsequently　shown　that　the　stance　of　indulging　moderate

nationatism　played　a　significant　role　in　determing　the　significance　of　Taiwan　at　the

end　of　1949．

　　This　reevaluation　of　policy　on　Taiwan　sheds　new　tight　oR　the　State

Department’s　understaRding　of　nationalism　and　further　clarifies　Acheson’s　policy　on

Asia，　which　was　built　on　this　understandmg．　Previous　studies　have　generally

evaluated　these　points　negatively，　but　the　reappraisal　presented　in　this　essay

should　serve　as　impetus　for　revision　of　the　cornmonly　held　view．

The　Genealogical　Consciousness　Refiected　in　the　“Wake　Keizu”

by

YOSHIKAWA　Toshiko

　　Dubious　of　previous　interpretations　of　the　“Enchinzokusei　keizu，”　a　genealogical

chart　（referred　to　in　this　article　as　the　“Wake　Keizu”），　possessed　by　Onjoji

Temple，　1　have　attempted　my　own　iRterpretation．　As　a　result，　1　have　been　able

to　indicate　that　within　the　extant　“Wake　Keizu，”　there　are　mistakes　that　were

made　when　the　chart　was　flrst　bound　as　wen　as　scribal　errors　made　when　it　was

first　created．　Having　made　corrections　to　existing　interpretabions，　1　proceeded　to

examine　the　genealogical　consciousness　refiected　in　the　“Wake　Keizu”．　Due　£o

the　fact　the　style　of　one　section　of　entries　in　the　“Wake　Keizu”　bears　a　strong

resemblance　to　the　‘lnariyama　Tekkenmei’　sword　inscription，　1　also　examined

sword　inscriptions　and　found　that　bo£h　the　inscriptions　and　the　“Wal〈e　Keizu”

display　patriarchal　lineages．　This　demonstrates　that　an　awareRess　of　patriarchal

lineage　can　be　traced　bacl〈　to　prior　to　the　latter　teiTm　of　the　5th　ceRtury，　when　the

swords　were　inscribed．

（283）




